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族
と
ト

ゥ

ン
l

ウ
イ
グ
ル
人
の
紅
命
日

ノレ

フ
ア

イ
ナ
ン
チ

栂

村

担

六五四三二一

は

じ

め

に

「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
と

「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」

兄
弟
関
係
の
特
定

イ
ナ
ン
チ
一
族

イ
ナ
ン
チ
家
と
公
権
力

慣
習
と
法

l
む
す
び
に
か
え
て

- 90ー

t主

じ

め

ト
ヮ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ア
シ
ス
農
耕
地
や
そ
の
中
の
都
市
部
分
に
定
着
を
始
め
た
ウ
イ

九
位
紀
半
ば
ご
ろ
以
後
か
ら
、

併
数
そ
の
他
の
宗
数
数
典
や
典
籍
類
を
除
く
、

公
・
私
の
い
わ
ゆ
る
俗
文
書

(
c
i

グ
ル
人
た
ち
が
書
き
残
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
う
ち
、

(

1

)

 

ロ
o
n
c
B
B
H
C
の
数
は
、
二
百
貼
を
越
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
し
か
な
い
、
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
ら
の
文
書
を
「
歴
史
研
究
資
料
と
し
て
贋
く
利
用
で
き
る
形
に
な
る
」
よ
う
に
す
る
の
が
ウ
イ
グ
ル
文
書
研
究
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と

(

2

)

 

つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
動
向
の
中
に
あ
っ
て
、
山
田
信
夫
氏
は
文
書
の
「
内
容
類
別
の
ほ
か
に
、
同
一
人
物
に
闘
す
る
関
連
文
書
を
判
別
す

一
方
で
、

る
こ
と
を
首
面
の
課
題
と
し
」
、
「
ピ
ン
ト
ヮ

ン
」
・
「
ボ
ル
ミ
シ
ュ
」
・
「
カ
イ
イ
ム
ト
ゥ
」
と
い
う
人
物
に
闘
す
る
一
連
の
文
書
の
存
在
を
確
認

(

3

)

 

さ
れ
た
。

ウ
イ
グ
ル
俗
文
書
の
う
ち
お
よ
そ
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
は
一
三
1

一
四
世
紀
の
も
の
で
あ
る
と
概
括
し
た
論
考
が
現



ハ
4
)

れ
る
な
ど
、
文
書
を
歴
史
資
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
研
究
篠
件
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
、
二
ニ
1

一
四
世
紀
の
も
の
と
ほ
ぼ
断
定
で
き
る
ウ
イ
グ
ル
文
書
を
分
析
し
、
元
朝
期
の
漢
文
資
料
な
ど
を
も
使
い
な
が

(

5

)

 

ら
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
の
公
権
力
の
枠
組
み
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
と
同
じ
地
域
と
時
代
の
な
か
で
、
そ

う
し
た
公
擢
力
秩
序
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
、
ど
の
よ
う
な
社
禽
生
活
を
営
ん
で
い
た
か
の
賞
情
の
ひ
と
こ
ま
に

近
づ
き
た
い
と
考
え
る
。

「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
と

「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」

さ
て
、
あ
る
人
物
に
関
連
す
る

一
群
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ラ
ド
ロ
フ
(
者
・
宅
・

阿川
主
-0
時
間
)
氏
の

Cω
同

y

で
の
震
表

嘗
初
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ラ
ド
ロ
フ
の
ド
イ
ツ
語
表
記
に
し
た
が
え
ば
「
。
印

g
u
n
r
叶
o
m門
戸
」
関
連
の
も
の

(

6

)

 

「円

E
E田口
E
ま
た
は

F
Z
R
E
L
閥
係
の
も
の
で
あ
る
。

と

dω
同

y

の
番
競
で
は

一
O
七
か
ら

一
二
七
の
も
の
に
あ
た
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル

- 91ー

番
挽
と
の
掛
照
は
表
一
の
ご
と
く
で
あ
る
。

〔
以
下
、
本
橋
で
は
便
宜
を
考
え
て

Cω
司
・
の
番
貌
で
テ
キ
ス
ト
を
指
示
す
る
〕

〈

7
)

こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
護
雅
夫
氏
が
親
族
聞
の
買
買
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン

(

8

)

ハ
9
)

は
文
書
年
代
に
関
連
し
て
言
及
し
、
筆
者
も
南
群
の
文
書
に
つ
い
て
の
概
要
を
比
較
分
析
し
た
。
そ
の
際
の
筆
者
の
結
論
だ
け
を
以
下
に
繰
り

(
]
・
出
血
自
己
件
。
ロ
)
氏

返
し
て
お
く
。

表
一
の
文
書
の
う
ち
、

一
O
七
か
ら
一
一
一
ニ
の
文
書
七
貼
を
そ
の
登
場
人
物
の
関
係
か
ら
筆
者
は
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ

(
O
N

自
民
件
。
コ
己
ま
た
は

O
N
日
以
件
。
門
主
)
文
書
」
と
名
づ
け
た
。
そ
し
て
、

一
一
四
か
ら
一
二
三
の
文
書
に
み
え
る
人
物
名
に
ち
な
ん
で
、

そ
れ
を
「
イ
ネ
チ
(
宮
町
内
C

文
書
」
と
呼
ん
だ
。
ラ
ド
ロ
フ
は
こ
の
雨
群
の
文
書
は
互
い
に
年
代
を
隔
て
て
い
る
も
の
と
考
え
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
主
に
紙
の
質
と
書
鐙
の

み
に
依
接
し
た
見
解
で
あ
っ
た
の
で
筆
者
は
そ
れ
を
敢
え
て
し
り
ぞ
け
、
さ
ら
に
一
二
四
か
ら
一
二
七
の
文
書
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
白

725 

韓
を
一
括
し
て
ほ
ぼ
同
じ
時
代
と
地
域
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
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表 1

USp. 文書内容 オリジナノレ No. イナンチに関する読み方

No. 

ラドロフ・マー
潟員によ る筆者の

107 土地買買契約 一一-3Kr.41 |ロフの隅
(数字は行数〕 車専字

108 土地資質契約 一一一 3Kr.39

109 葡萄図寅買契約 一一一3Kr.36

110 女奴隷賀買契約 一一 3Kr.38 

111 契約破棄契約 一一一 3Kr.33a

112 利息返済紛争解決? 一一 3Kr.31a 

113 銀借用練習用? ー一一 3Kr.33b

114 女奴隷寅買契約 ー一一 3Kr.34 inaci (6，13，16) 'YN'CY /YYN'CY 

115 結納契約 一一一 3Kr.35 inaci (10，14) 'YN'CY /YYN'CY 

116 紛争解決詮文 一一一 3Kr.37b inaci (4，10，12) 'YN'CY 

117 受領詮? 一一ー 3Kr.37a inacu* (1) 'YN'CY 

118 ciray?関係リスト 一一一 3Kr.30 inaci (4) 'YN'CY 

119 作物保有?命令書 一一一 3Kr.30b inaci (1) 'YN'CY 

120 穀物授受謹書 一一一 3Kr.32b inaci (1，3，4) 'YN'[C]Y 

121 穀物授受益書 一一一3Kr.30c inaci (1) 'YN'CY 

122 労務提供?命令書 一一一 3Kr.29a inaci (4) 'YN'CY 

123 穀物供輿命令書 一一一 3Kr.29b inaci (2) 'YN'CY 

124 ?受領書 一一一 3Kr.32a

125 銀受領書 一一一3Kr.31b

126 銀 ・大褒授受謹書 一一ー 3Kr.31c

127 家産分割鐙書? 一一ー 3Kr.40

*ラドロフ.マーロフによる 117のイナンチの韻み方で，最後の文字はWと讃めない

こともないが，他のW字と比較のうえで，やはり Yと讃むべきものと考える。
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こ
の
考
え
を
獲
更
す
る
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

後
者
の
一
群
に
登
場
す
る
人
物
の
名
は
ラ
ド
ロ
フ
、

た
だ
し
、
そ
の
後
、

の
ち
に
述
べ
る
閥
連
文
書
「
巴
穴
円
・
A
H
¥

色
∞
」
と
の
比
較
か
ら
、

マ
I
ロ
フ
の
基
本
的
な
讃
み
「
イ
ネ
チ
」

に
し
た
が
う
よ
り
「
イ
ナ
ン
チ
ゲ
回
口
合
〈

A
Z・Z(UJご
と
正
式
に
は
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
、

そ
の
酷
だ
け
を
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

WJへZ
・2(UJ円

と
謹
む
綬
擦
は
、
表
一
に
参
考
の
た
め
に
示
し
た
よ
う
に

Cω
同

y

の
一
一
四
|
一
二
三
か
ら
は
導
き
だ
せ
な
い
。

(

川

山

)

き
、
も
つ
ば
ら
「
ω』
穴
同
・
品

¥
8∞
」
文
書
の
再
検
討
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

唯
一
の
例
外
的
存
在
を
除

己
ω同
y

三
六
文
書

(Cω
℃
・
の
五
三
、
八

O
、
二
二
三
頁
)
で
、
こ
れ
は
篤
員
護
表
の
な
い
も
の
な
の
で
、
ラ
ド
ロ
フ

ハ
U
)

と
マ

l
ロ
フ
そ
し
て
ク
ラ
l
ク
の
解
緯
を
参
考
に
し
て
翻
需
の
み
を
あ
げ
て
み
る
。

唯
一
の
例
外
と
は
、

「
虎
歳
八
月
二
十
五
日
に
。

テ
ュ
ル
チ

u
ア
ル
プ

u
タ
シ
ュ

/
の
羊
の
う
ち

二
頭
の
雌
羊
(
印
ミ

-zso吉
川
乳
を
出
す
羊
〉
と
二
頭

の
雌
ヤ
ギ
(
凹
ミ

E
町
内

E
〉
、
/
一
頭
の
雄
ヤ
ギ

(
S
E
)、

場
(
昨
日
己
主
ロ
〉
で
/
死
去
し
た
た
め
に
・
・
・
・
私
が
見
て
取
っ
た

一
頭
の
雄
羊

2
0
2同門)
〔が〕

五
頭
の
仔
羊

20N・0
と
共
に
そ
の
牧

一
頭
の
/
雌
羊
(
凹
ミ

E
)
か
ら
〔
離
し

て〕、

イ
ナ
ン
チ
|
チ
(
回
目
自
作
・

α)
へ
渡
し
た
〔
買
っ
た
〕
。

ル
ミ
シ
ム
H

サ
ン
グ
ン
は
〔
受
領
し
た
。
〕
」

仔
羊
の
肉
を
/
雌
ヤ
ギ
の
肉
を
買
っ
て
、

一
O
官
布
〔
を
〕
キ
ュ
ン
H

ピ

- 93ー

〔
確
認
し
た
?
〕
。

具
鰻
的
な
事
情
は
い
ま
ひ
と
つ
不
明
瞭
だ
が
、
こ
こ
に
出
て
く
る
「
イ
ナ
ン
チ
|
チ
」
が
わ
れ
わ
れ
の
「
イ
ナ
ン
チ
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な

(

ロ

)
-V 

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
と
「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
の
う
ち
、
骨
局
員
を
と
も
な
っ
て
解
誼
研
究
が
す
で
に
な
さ
れ
た
も
の
は

(

日

〉

(

M

)

ご
く
僅
か
で
、
己
ω℃
・
の
番
競
で
い
う
と
一
一

O
、
一
一
四
の
二
黙
に
す
ぎ
ず
、
筆
者
が
未
公
開
潟
員
参
照
の
う
え
で
新
解
讃
を
試
み
た
の
が

(

日

〉

一
一
五
と
一
一
六
の
二
期
で
あ
っ
た
。
残
り
の
す
べ
て
は
マ

l
ロ
フ
が

Cω
匂
・
で
お
こ
な
っ
た
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
活
字
復
元
印
刷
が
オ
リ
ジ
ナ
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ル
の
形
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
。
骨
持
層
県
瑳
表
の
手
績
き
が
ま
だ
と
ら
れ
て
い
な
い
文
書
を
扱
う
困
難
は
承
知
の
う
え
で
あ
る
が
、

(
日
山
〉

公
開
篤
異
に
も
と
づ
く
筆
者
の
解
讃
と
ラ
ド
ロ
フ
、

レ
ま
は
未

マ
I
ロ
フ
と
の
相
違
は
必
要
に
薩
じ
て
解
説
を
付
す
の
に
と
ど
め
つ
つ
論
を
進
め
る
こ
と
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を
諒
と
さ
れ
た
い
。

兄
弟
関
係
の
特
定

さ
て
、
こ
こ
で
、

己

ω℃・一

O
七
か
ら
一
二
七
の
文
書
の
登
場
人
物
の
う
ち
、
社
曾
生
活
の
中
で
最
も
緊
密
な
基
礎
的
集
圏
を
形
成
す
る
と

思
わ
れ
る
親
族
集
圏
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
閥
係
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

〔

Cω
℃
・
一
O
七
文
書
〕
(
一

二

行
、
末
尾
絞
〉
土
地
買
買
契
約
。
犬
歳

一
一
月
二

O
目。

(

げ

)

買
り
主
||

オ
ズ
ミ
シ
ュ
H

ト
グ
ル
ル
。
印
ヨ
円
相
叶
ミ
ュ
ス
ま
た
は
ト
ク
ル
、
円

2
5

テ
ュ

ケ
ル

叶
c
r
u-

買
い
主
||
エ
ニ
チ
ュ
ク
兄
〉

E
g
r
E

物

件
ー
ー
四
至
、

東
ー
パ
ル
ヴ
切
回

2
、

ハ
チ
ャ
ク
∞
白
内
向
。
ふ
た
り

の

(
0
・)
渠
。

南
l
ト
ゥ

ル
ミ
シ
品
川
ト

ゥ
ト
ヮ

ン

吋
口
同
日
以

- 94ー

買

Z
Eロm
刊
の
土
地
。
西
l
道。

北
|
バ
ル
ヴ
と
パ
チ

ャ
ク
の
土
地
。

(
叩
叩
〉

債

|

|
一
七

O
棉
布

こ
の
誼
文
か
ら
、
買
り
主
と
買
い
主
と
は
互
レ
に
兄
弟
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
兄
エ

↑一
チ
品

ク
は
買
り
主
の
オ
ズ
ミ
シ

ュ
H

ト
グ
ル

ル
と
テ

(

問

)

つ
ま
り
オ
ズ
ミ
シ

-

H

ト
グ
ル
ル
と
テ
ュ
ケ
ル
も
兄
弟
.と
う
し
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
る
。

ム
ケ
ル
整
方
の
兄
で
あ
り
、

〔

Cω
匂
・

一
一
一
文
書
〕
(
一
四
行
、
首
尾
完
結
)
返
済
破
棄
契
約
。
豚
歳
一

O
月
一
六
日
。

H
-
Zロ
m
g
v己
8
5
h
a
白
冨
混
同
日

調

融

出

呂

田

ト4

Cコ

N
・

，
E

B
mg

円
。
酬
F
・

O
N
a口
岡
田

mw

斗
U
《
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ぐ
ド

H

件
。
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州
F

¥
山
中
・
寸
、
M
U
U
U
T
U
へ
ん
ぐ
ド

。N

・ロロ回

H 
w 

Z
A己
ム

白

血

》

、

門

町

℃

σ-P出
5

7

、、で
(

γ

、
や
や
)
内
耳
r
d
パ
嚇
r
d
汁
。

ト~

e‘ 

g
g
B苫
宮
町
ロ

O

N

Z

三回
-

a

E

ロ
mo-

hい
吊

)

岳

同

W
F
H
州

F

斗
Uλ
，
〔
ん
ぐ
ド
〕
H
T
h
v
a

や
や
九
〉

AVδ
。
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こ
の
誼
文
の
内
容
は
、

-フピ
e

ロ
フ
、

7
1
ロ
フ
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
か
な
り
難
解
で
あ
る
が
、

今
一
腰
謝
罪
の
ご
と
く
解
し
て
お
き
た

か
つ
て
あ
る
時
に
オ
ズ
ミ
シ
ュ
が
パ
サ
と
の
聞
で
と
り
か
わ
し
た
契
約
を
、
こ
の
時
黙
で
嘗
事
者
の
隻
方
が
破
棄
を
し
た
誼

文
と
思
わ
れ
る
。
全
鐙
の
主
語
は
オ
ズ
ミ
シ
ュ
で
あ
る
。
八
l
一
一
行
に
か
け
て
の
文
章
で
、
オ
ズ
ミ
シ
ュ
は
こ
の
契
約
破
棄
誼
文
に
異
議
を

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
オ
ズ

ミ
シ

ュ
は
嘗
初
の
契
約
で
は
債
権
者
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

ぃ
。
す
な
わ
ち
、

と
な
え
な
い
、

と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
、

(

初

)

オ
ズ
ミ
シ
ュ
H

ト
グ
ル
ル
(
ト
ク
ル
)
は
バ
サ
H

ト
グ
ル
ル
(
ト
ク
ル
)
の
兄
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

729 

一
連
の
文
書
の
な
か
で
こ
の
文
書
が
も
っ
意
味
は
大
き
い
。

(
幻
)

モ
ン
ゴ
ル
H

元
朝
時
代
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
あ
っ
か
う
文
書
全
韓
の
時
代
を
、
こ
の
時
代
と
考
え
る

そ
の
ほ
か
に
、

ひ
と
つ
は
、
門
官
a
u
B
g
g
m・
3
2
の
語
実
か
ら
、
こ
れ
が
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恨
療
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

」
の
こ
と
は
梅
村
「
違
約
罰
」

で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ダ
、
に

そ
の
他
の
登
場
人
物
を
み
る

と
、
誼
人
の
ひ
と
り

ア
ル
プ
H

ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ
は
後
に
見
る
「

ω』
穴

吋

-
A
¥
8∞
」
に
関
係
す
る
こ
と
に
、
こ
の
際
注
目
し
て
お
く
。
も
う
ひ

「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」

と

ま
た
一
一
四
文
書
(
「
イ
ナ
ン
チ
文

「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

と
り
の
謹
人
ヤ
プ
H

ト
グ
ル
ル
は
己
ω匂・

書
」
)
で
女
奴
隷
を
貰
っ
て
い
る
黙
で
は
、

一
O
九
(
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
)
に
も
誼
人
と
し
て
登
場
し
、

の
文
書
の
書
き
手
の
パ
チ
ャ
ク
は
、
前
掲
一

O
七
文
書
に
お
い
て
オ
ズ
ミ
シ
L

か
ら
兄
の
エ
ニ
チ
ュ
ク
に
貰
却
さ
れ
た
土
地
の
北
側
に
バ
ル
ヴ

と
共
に
土
地
を
持
ち
、
東
側
に
は
「
バ
ル
ヴ
、
バ
チ
ャ
ク
、

か
れ
ら
(
ふ
た
り
)
の
(
占
有
す
る
?
)
渠
」
が
流
れ
て
い
た
し
、

そ
の
土
地
の

「
2
2
吋
の
小
さ
な
耕
地

(邸
内いはム
)
の
中
に
L

「
バ
ル
ヴ
の

バ
チ
ャ
ク
の
車
道
が
あ
る
」

(二

0
1一
一
一
行
)
と
い
う
。

こ
の
文
書
に

は
、
枇
禽
的
な
意
味
で
も
、

ま
た
物
理
的
に
も
オ
ズ
ミ
シ
ュ
を
と
り
ま
く
人
物
が
盟
富
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
語
棄
の
上
で
不
明
の
箇
所
が

多
少
あ
り
な
が
ら
も
敢
え
て
こ
の
全
文
を
輔
寓

・
翻
諜
し
た
一意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。
た
だ
本
節
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
こ

れ
以
上
深
入
り
を
せ
ず
、

一
連
の
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
が
互
い
に
密
接
な
人
間
関
係
の
な
か
で
作
成
さ
れ
、

さ
ら
に
「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
と

- 96ー

時
代
的
に
重
な
り
あ
う
も
の
で
あ
る
事
寅
を
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
て
お
く
。

四
人
の
兄
弟
闘
係
が
判
明
し
た
。
そ
の
こ
と
自
践
は
す
で
に
何
度
か
註
を
付
し
た
よ
う
に
、
護
氏
が
解
明
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
本
稿
で
は
燭
れ
て
い
な
い
文
書
の
内
容
部
分
も
含
む
そ
の
結
論
部
分
を
引
用
し
て
線
鶴
を
と
ら
え
、
後
文
の
査
と
す
る

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、

」
と
に
し
た
い
。

「
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

こ
う
な
る
。

す
な
わ
ち
、

(
一
)
エ
ニ
チ
み
ク

オ
ズ
ミ
シ
ム
H

ト
グ
リ
ル

ト
ヮ
ケ
ル

〔
テ
み
ケ
ル
|

|
1
筆
者
〕

ハ
サ

日
ト
グ
リ
ル
は
、
相
互
に
兄
弟
で
あ
っ
た

(
二
〉
こ
の
う
ち
、

オ
ズ
ミ
シ
ュ
H

ト
グ
リ
ル
、

ト
ゥ

ケ
ル
に
は
共
有
地
が
あ
り
、

か
れ
ら

は
、
こ
れ
を
、
共
同
し
て

一
度
は
、
兄
の
エ
ニ
チ
ュ

ク
に
(
第

一
O
七
文
書
)
、

一
度
は
、
弟
の
パ
サ
川
ト
グ
リ
ル
に
(
第
一

O
八
文
書
)
、

貰
却
し
た
、

(
三
)
し
か
し

オ
ズ
ミ
シ
ム
日
ト
グ
リ
ル
に
は

そ
の

ト
ゥ
ケ
ル
と
の
共
有
地
以
外
に

私
有
の
葡
萄
園
が
あ
り
、

七、

れ

t土

こ
れ
を
、

お
な
じ
く
、

弟
の
バ
サ
H

ト
グ
リ
ル
に
貰
っ
た
(
第
一

O
九
文
書
)
、

つ
ま
り
、

(
四
)
オ
ズ
ミ
シ
ム
日
ト
グ
リ
ル
は

ト
ウ



ケ
ル
と
共
同
で
二
度
、
車
濁
で
一
度
、
合
計
、
少
く
と
も
三
度
に
わ
た
っ
て
土
地
を
賓
却
し
、

(mω
〉

度
に
わ
た
っ
て
土
地
を
購
入
し
た
。
」

(
五
)
バ
サ

u
ト
グ
リ
ル
は
、
少
な
く
と
も

オ
ズ
ミ
シ
ュ
日
ト
グ
ル
ル
を
軸
と
し
て
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
兄
弟
に
は
、
寅
は
も
う
ひ
と
り
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一
三
文
書
を
み
よ
う
。

Cω
司
・
の
二

O
八
頁
に
ラ
ド
ロ
フ
が
「
こ
れ
は
契
約
文
書
で
は
な
く
、
未
熟
な
人
物
が
文
書
の
下
書
き
と
し
て
潟

し
を
作

っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
護
氏
も
ラ
ド
ロ
フ
の
あ
げ
た
、
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
の
問
題
と
印
章
の
か
わ
り
の
お
ざ
な
り
の
マ
l
ク
の

問
題
に
加
え
て
、
正
字
法
、
無
造
作
な
「
一

O
」
の
数
字
の
使
用
、
等
か
ら
、
や
は
り
こ
れ
を
「
一
種
の
練
習
用
の
下
書
き
で
あ
る
」
と
推
測

(

幻

)

い
わ
く
つ
き
の
も
の
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
れ
は
寅
際
の
契
約
文
書
で
は
な
く
、
契
約
謹
文
書
式
の
雛
形
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
可
能

さ
れ
た
、

性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
人
物
名
は
ま
っ
た
く
の
架
空
や
デ
タ
ラ
メ
で
は
な
か
ろ
う
。
契
約
の
事
寅
関

係
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
見
る
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
る
。
寓
員
に
よ
れ
ば
、
{
子
陸
や
行
の
流
れ
は
か
な
り
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
に

す
な
わ
ち
、

「
(
印
章
の
か
わ
り
に
書
か
れ
た
)
幼
稚
な
螺
旋
献
の
繍
」

(
ラ
ド
ロ
フ
)
の
ほ

- 97ー

貫
在
人
物
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
要
素
も
あ
る
。

か
に
一
一

ーー

一
二
行
の
聞
に
は
貫
際
の
印
章
と
も
見
え
る
影
さ
え
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
だ
が
、
こ
の
文
書
に
は
、

「
豚
歳
二
月
一
一
六
日
に
、

(
一
|
三
行
)
借
り
た
「
一

O
ス
テ
イ
ル
の
銀
」
(
四
行
)
の
返
済
に
つ
い
て
、
も
し
借
り
主
の
カ
イ
シ
ド
ゥ
日
ト

「
私
の
弟
、
オ
ズ
ミ
シ
ュ
H

ト
グ
ル
ル
が
間
違
い
な
く
返
済
す
る
こ
と
」

私

カ
イ
シ
ド
?
"
ト
ウ
ト
ウ
ン

ρ
同可印広ロ

P
H
Z
ロ
m

に
銀
が
必
要
と
な
っ
て
」

ウ
ト
ウ
ン
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、

(
七
|
八
行
)
と
あ
る
。
こ
の
閥

係
が
確
か
な
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
文
書
に
よ
り
、

オ
ズ
ミ
シ
ュ
の
四
人
兄
弟
に
は
さ
ら
に
も
う
一
人
の
兄
、

カ
イ
シ
ド
ゥ

n
ト
ウ
ト
ウ
ン
が
い

た
こ
と
に
な
る
。

兄
弟
関
係
を
め
ぐ
る
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
の
探
査
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
ま
で
と
な
る
。
そ
の
関
係
を
表
わ
し
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
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表

「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
に
み
ら
れ
る
兄
弟
関
係

カ
イ
シ
ド
ゥ
n
ト
ヮ
ト
ゥ
ン

一一一 兄

H
H
ω
 

弟一一一一兄

ー

I
ll
l
エ
一
チ
ュ

タ

H
C
U可
・

H
H
C

ア

ケ
ノレ

H
OJ〉

H
O

∞

オ
ズ
ミ
シ
L

H

ト
グ
ル
ル
(
ト
グ
ル
〉

弟

1li
l
i
-
-パ
サ

u
ト
グ
ル
ル
(
ト
グ
ル
)

弟一一一一兄

- 98ー

]
F
H
H
・
H
H
ω

]戸。∞
-

H

O
由・

H
H
]
「

H
H
N
-
]
F
N印

四

イ
ナ
ン
チ
一
族

前
簡
で
、

「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
と
「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
の
歴
史
的
近
似
性
あ
る
い
は
同
時
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
事

買
に
よ
り
確
誼
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

イ
ナ
ン
チ
は

Cω
目

y

一
一
四
か
ら

一
二
三
の
全
文
書
に
登
場
す
る
が
、

こ
の
人
物
と
、

オ
ズ
ミ
シ
品
川
ト
グ
ル
ル
の
弟
、

ハ
サ

u
ト
グ
ル

ル
と
が
、
父
子
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
、
表
二
の
兄
弟
た
ち
の
父
が
イ
ナ
ン
チ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
あ
る
。



ω同
開
吋
・
品
¥
∞
ω
∞
が
そ
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
再
検
討
は
本
稿
前
註
(
叩
〉
に
掲
，け
た
別
稿
で
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の

記
録
の
内
容
を
、
筆
者
の
見
解
に
基
づ
く
年
代
の
順
に
整
理
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

オ
ド
ゥ
シ

7
ト
グ
ル
〈

α
E
r
o色
)
の
娘
の
婚
姻
〔
八

O
l
一
O
三
行
〕
|
l
豚
歳

〔婿
1
1
1
ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ

嫁
責
||
家
か
ら

一
ヤ

ス
ト
ゥ
ク
を
オ
ド
ヮ
シ
L

H

ト
ク
ル
に
。

(昨
日
自
民
)
〕

オ
ス
ゲ

(ん
い
団
関
陣
)
か
ら
ニ
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
を
オ
ド
ゥ
シ
ュ

u
ト
グ
ル
に
。

返
済
|
|
l
「
我
々
」

(H
一
族
)
の
中
の
オ
ド
ゥ
シ
ュ

u
ト
グ
ル
が
二
二
年
分
の
利
息
を
家
に
。

「
我
々
」
が
二
三
年
分
の
利
息
を
オ
ス
ゲ
に
。

〔
結
局
オ
ド
ゥ
シ
品
目
ト
ク
ル
は
元
利
合
計
一
四
ヤ
ス
ト
す
ク
四
二
ス
テ
イ
ル
を
返
済
〕

- 99ー

(
一
族
の
中
の
誰
か
0
・
が
)
娘
を
嫁
が
せ
る
〔
一
ll
二
行
〕
|
|
兎
歳
一一一?月

〔婿
11

1
ク
ト
ヲ
ル
ク

(
A
己
Z
G
)
0
・〕

支
出
|
|
一
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
四

O
数
ス
テ
イ
ル
を
別
と
し
て
家
か
ら
一
ヤ
ス
ト
ク
ク
一
七
ス
テ
イ
ル
四
バ
ク
ル
。

嫁
取
り
?
〔
一
二
!
七
九
行
〕
|
|
歳
は
記
載
な
く
、
月
は
絞
損
o

e

嫁
責
|
|
嫁
ぎ
先
0
・
か
ら
二
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
三
五
ス
テ
イ
ル
を
受
領
。

支
出
|
|
受
領
し
た
嫁
資
で
は
足
り
な
か
っ
た
宴
曾
費
用
な
ど
の
分
=
一
一
ス
テ
イ
ル
を
家
か
ら
。

四

イ
ナ
ン
チ
の
葬
儀
〔
一

O
四
|
一
二
四
行
〕
|
|
蛇
歳
一
一
一
月
一
日

借
入
|
|
サ
ヤ
ン
公
担
当
ロ
〉
か
ら

0
・
五
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
を
「
我
々
」
の
中
の
「
私
」

ト
ク
ズ
(
宮
古
る
か
ら
一
一
一
ス
テ
イ
ル
を
同
右
が
。

(
Hタ
マ
ク

S
5
2〉
が
。
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オ
グ
リ
ュ
ン
チ

(
o
m
Zロ
ん
じ
か
ら
八
?
ス
テ
イ
ル
を
同
右
が
。
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チ
ヌ

1
2
E
mち
る
か
ら
七
ス
テ
イ
ル
を
同
右
が
。

チ
ヌ
ー
か
ら
八
シ
ク
の
穀
物
を
同
右
が
。

返
済
ー
ー
ー
右
の
四
人
に
「
我
々
」
が
合
計
一
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
四
二
ス
テ
イ
ル
を
。

未
返
済
|
|
八
シ
グ
の
穀
物
と
そ
の
利
息
。

五

オ
リ
ュ
ク

(
α
Z
W
)

に
嫁
取
り
〔
一
三
七

l
一
七
一
行
〕
|
|
羊
歳
八
月

嫁
資
|
|
二
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
三
五
ス
テ
イ
ル
を
オ
リ
ュ
ク
へ
0
・

支
出
|
|
「
我
々
」
が
直
接
に
、
ま
た
は
ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ
の
財
か
ら
オ
リ
品
ク
の
た
め
に
買
い
物
。

ま
た
そ
れ
を
支
出
。

嫁
賓
と
宴
禽
経
費
の
合
計
は
三
ヤ
ス
ト
ゥ
グ
一
三
ス
テ
イ
ル
五
パ
ク
ル
。

ム

ノ、

オ
ル
ル
H

ク
ル
ト
ア

(02-
宮
E
E〉
の
葬
儀
〔
一
二
五
l
一
三

O
行
〕
|
|
羊
歳
一

O
月

二

日

-100ー

借
入
|
|
パ
ク
ラ
(
宮
守
る
か
ら
一
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
を
「
我
々
」
が
。

チ
ヌ
ー
か
ら
一

O
シ
ク
の
穀
物
を
「
我
々
」
が
。

未
返
済
|
|
右
の
す
べ
て
。

七

オ
ド
ゥ
シ
ュ

n
ト
ク
ル
の
葬
儀
〔
二
二

O
l
一
三
二
行
〕
|
|
歳
月
確
定
不
可
。

借
入

l
lイ
ン
ラ
ミ
シ
ュ

n
シ
ラ
公
認
-
曲
目
広
在
同
)
か
ら
一

O
シ
ク
の
穀
物
を
「
我
々
」
が
。

未
返
済
|
|
右
の
す
べ
て
。

八

セ
ヴ
イ

ン
チ
公
立
ロ
ご
の
子
供
た
ち
の
婚
姻
〔
一
七
一
1

一
八
一
行
〕

|
|
歳
月
記
載
な
し
。

来
返
酒
|
|
合
計
一
七
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
一
七
ス
テ
イ
ル
。

そ
の
他

四
、
六
、

七
の
葬
儀
に
閲
し
て
〔
一
八
一
ー
ー
一
八
六
行
〕

未
返
済
合
計

l
l七
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
四

O
ス
テ
イ
ル
。



全
文
二

O
O行
の
こ
の
文
書
は
、

タ
マ
ク
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
、

イ
ナ
ン
チ
以
来
の
一
族
の
借
金
確
認
簿
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
も
一
族
の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
婚
撞
と
葬
儀
の
際
の
、
借
金
や
そ
の
返
済
だ
け
で
な
く
、
嫁
資
の
額
や
そ
の
用
途
、
婚
嘩
や
宴

曾
に
支
出
し
た
額
な
ど
が
非
常
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
記
録
者
タ
マ
ク
が
こ
の
家
系
の
一
員
と
し
て

自
ら
が
責
任
を
負
う
べ
き
借
財
の
現
肢
を
掌
握
す
る
た
め
に
書
き
と
め
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
の
四
箇
所
に
、

イ
ナ
ン
チ
は
、

わ
が
イ
ナ
ン
チ
祖
父
の
葬
式
の
経
費
の
記
録
。

(同ロ白ロ

2
3白
B
E巳
昇
。

-
S
E合
同
自
広
三
ロ
J
m
-
2
2
C
N
-
C
〔一

O
五
l
一
O
六
行
〕

わ
が
イ
ナ
ン
チ
祖
父
に
劃
す
る
葬
式
(
で
)
、

私
が
借
り
た
銀
(
現
金
〉
の
元
金
・
利
息
を
あ
わ
せ
て
一
ヤ
ス
ト
ク
ク
四
二
ス
テ
イ
ル
を

。ロ

2
2
右
白
ヨ
ム
曲
。
-cm四

wα
仏

C
H
S広
旨
即
時
ロ
己
目
以

r
c
g忌・-腎目ロ
5
m
窓口
F

白
色
ユ

Z
Z
Z
H
吉田
Zρ
停仲即日
-m

わ
れ
ら
は
返
済
し
た
。

込町

z
a
E
N
)
〔一一一一一
l
一
一
一
四
行
〕

わ
が
イ
ナ
ン
チ
祖
父
〔
の
葬
式
〕

に
〔
も
〕
慣
習
ど
お
り
〔
の
利
息
付
き
で
穀
物
を
借
り
た
〕
。

(
同
口
回
一
口
九
山
岳
白
ヨ
ム
曲
件
。

zzm〉
" 一一一一

-101ー

一一と行〕
わ
が
イ
ナ
ン
チ
祖
父
の
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
セ
ヴ
イ
ン
チ
は
、

ク
ル
ト
ア
と
い
う
名
の
娘
の

:
:
:
(
E
8
2
右
回
目
'
E
H
E『
自
民
怠
4
庄
内

宮
正
否
白
昨
年
内
山
町
・
ロ
宮
町
吋
:
:
:
)
〔
一
七
一
l
l

一
七
三
行
〕

と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
中
の
「
私
」
の
す
べ
て
は
、
筆
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
の
書
き
手
の
タ
マ
ク
で
あ
る
。
そ
し
て
タ
マ
ク

の
父
は私

の
父
パ
サ

u
ト
グ
ル
の
人
生
で
は

一
パ
ク
ル
も
負
債
を
残
さ
ず
に
:
:
:
公

g
B
E
g
s色
丹
Em札
口
会

σ町

Z
G
W
B・同日比門戸ヨ

宮内田
HSEMi---)
〔
一
八
七
l
一
八
八
行
〕

と
い
う
文
晶
早
か
ら
、
パ
サ
H

ト
ク
ル
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
前
出

Cω
目

y

の
一
一
一
の
七
行
自
に
あ
る
バ
サ
"
ト
グ
ル
と
同
一
人

735 

物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
燭
れ
た
よ
う
に
、

同
じ

C
ω
H
Y
の一

O
八、

一
O
九
の
兄
弟
聞
の
土
地
買
買
の
買
い
主
の
ひ
と
り
と
し
て
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も
パ
サ
H

ト
グ
ル
ル
(
ま
た
は
バ
サ
H

ト
グ
ル
)
は
登
場
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
は
、

一
一
二
文
書
に
嘗
事
者
の
一
方
の
人
物
と
し
て
、

ま
た
い
わ
ゆ
る
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
に
も
「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
に
も
属
さ
な
い
一
二
五
文
書
に
銀
の
支
梯
い
者
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る
バ

サ
u
ト
ク
ル
も
同
じ
人
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

オ
ズ
ミ
シ
A

H

ト
グ
ル
ル
を
軸
と
し
て
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
に
現
れ
る
五
人
兄
弟
の
う
ち
の
、
こ
ん
ど
は
バ
サ
H

ト

グ
ル
ル
(
バ
サ

日
ト
ク
ル
)
を
軸
と
し
て
、

三
世
代
の
系
列
が
判
明
し
、

「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
・
「
イ
ナ

ン
チ
文
書
」
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群

(

川

品

)

に
、
類
稀
な
性
格
を
も
っ
「

ω】
択
『
・
毛
色
∞
」
を
く
わ
え
て
考
察
す
べ
き
篠
件
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

表

「
ω』
関
門
・
品

¥
8∞
」
に
み
え
る
親
子
関
係

イ
ナ
ン
チ
j
i
l
-
-
バ
ザ
H

ト
グ
ル
ル
(
ト
ク
ル
)
Il
i
-
-
F
マク

「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
の
う
ち

一
一
五
文
書
は
、

(

お

)

要
る
と
き
の
結
納
契
約
で
あ
る
が
、

ア
ダ
ル
H

ク
ズ
(
包
員
企
る
と
い
う
娘
を
ク
ト
ゥ
ル
ク
H

ト
ン
ア

(
A
E
F
A
Zロ
ぬ
る
が

一 102-

」
の
よ
う
な
文
書
群
の
闘
連
か
ら
、
さ
ら
に
親
族
関
係
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

「
す
べ
て
の
衣
装
・
家
財
と
共
に
、
私
ク
〔
ト
ゥ
ル
ク
〕

り
て
と
り
行
き
た
り
。
こ
の
日
よ
り
以
後
、
ア
ダ
ル
H

ク
ズ
の
衣
装

・
家
財
の
何
も
の
も
、
誰
か
在
る
と
て
(
?
〉
イ
ナ
ン
チ
〔
イ
ネ
チ
〕
は

〔
と
?
〕
紛
争
(
争
議
)
を
お
こ
さ
な
い
。
私
ク
ト
ヮ
ル
ク

u
ト
ン
ア
の
兄
、

〔ト〕

ン
ア
は
ア
ダ
ル

u
ク
ズ
を
、
主
人
と
な

そ
の
弟
の
方
へ
、
息
子
の
方
へ

弟、

息
子
、

娘

親
威
、
縁

者
、
甥
、
伯
叔
父
、
誰
で
あ
ろ
う
と
も
、

イ
ナ
ン
チ
〔
イ
ネ
チ
〕
に
紛
争
(
争
議
)
を
お
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」

(
七
|
一
五
行
)
と
書
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、

ア
ダ
ル

u
ク
ズ
の
父
親
は
イ
ナ
ン
チ
で
あ
ろ
う
。

一方、

「
ω]
州
内
吋
・
品
¥
包
∞
」
の
一

l
二
行
は
、

イ
ナ
ン
チ

家
の
人
々
が
、
あ
る
娘
を
嫁
に
出
し
た
と
き
の
記
録
で
、
文
章
回
目
頭
か
ら
依
損
箇
所
が
多
く
、
文
服
も
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も
「
ク
ト
ゥ

(
m
m
)
 

日
付
も
一
一
五
と
同
じ
一
一
一
月
と
讃
み
得
る
。
こ
の
雨
文
書
が
同
一
の
婚
姻
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
か
否
か
断
定

イ
ナ
ン
チ
に
は
ア
ダ
ル
H

ク
ズ
と
い
う
娘
、
が
い
て
、
そ
れ
を
ク
ト
ゥ
ル
ク
H

ト
ン
ア
が
何
番
目
か
の
妻

ル
ク
」
な
る
人
物
が
登
場
し
、

は
で
き
な
い
が

一
一
五
文
書
か
ら
、



と
し
て
襲
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
て
の
妻
で
な
い
と
考
え
る
の
は
、

結
納
首
時
の
右
の
文
章
に
「
ク
ト
ゥ
ル
ク

u
ト
ン

ア
の
:
:
:
息
子
、
娘
」
と
あ
る
の
を
一
躍
文
字
ど
お
り
に
解
揮
す
る
こ
と
に
よ
る
。

表
四

口
ω目u

一
一
五
に
み
え
る
関
係

イ
ナ
ン
チ
|
|
ア
ダ
ル

H
F
ズ
(
女
)

ク
ト
ク
ル
ク
H

ト
ン
ア

つ
ぎ
に
、
「
巴
間
同
・
品
¥
包
∞
」
の
一
七
一

l
一
八
一
行
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

イ
ナ
ン
チ
祖
父
の
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
セ
ヴ
イ
ン
チ
は
、

ク
ル
ト
ア
と
い

t

う
名
の
娘
の
、

イ
リ
ク
と
い
う
名
の
娘
の
、
こ
の
二
人
の
娘
の

-103一

嫁
入
り
道
具
は
数
に
入
れ
ず
し
て
、

三
人
の
娘
の
〔
う
ち
の
〕
こ
の
〔
二
人
の
〕
娘
た
ち
を
婿
に
輿
え

て
、
息
子
が
嫁
を
と
っ
て
そ
の
支
出
経
費
を
家
よ
り
賄
わ
せ
ず
し
て
、
利
息
付
き
、
現
物
利
息
付
き
で
借
り
て
、
重
い
負
捨
と
な
り
、
完

済
に
な
り
つ
つ
〔
も
〕
片
付
か
な
い
う
ち
に
、
そ
の
利
息
が
多
く
な
っ
て
一
七
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
一
七
ス
テ
イ
ル
と
い
う
総
計
と
な
っ
た
。

残
っ
て
い
る
二
人
の
息
子
の
、

こ
の
文
一章
を
筆
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
得
す
る
。

す
な
わ
ち
、

「(
一〉、

セ
ヴ
イ
ン
チ
は
イ
ナ
ン
チ
の
息
子
で
あ
り
、

(

一
一
)
、

セ
ヴ
イ
ン
チ

に
は
娘
が
三
人
い
て
、

そ
の
う
ち
の
ふ
た
り
の
名
は
ク
ル
ト
ア
と
イ
リ
ク
で
あ
り
、

(
一
二
)
、

セ
ヴ
イ
ン
チ
に
は
ほ
か
に
息
子
が
ふ
た
り
い
た
。

(
四
)
、
こ
の
う
ち
、

ク
ル
ト
ア
と
イ
リ
ク
を
嫁
に
出
し
、

(
五
円
息
子
は
嫁
を
と
っ
た
。

(六)、

そ
の
際
の
経
費
は
家
か
ら
出
さ
ず
に
借

金
で
ま
か
な
い
、

そ
の
未
排
い
利
息
が
つ
も
り
つ
も
っ
て
一
七
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
一
七
ス
テ
イ
ル
と
な
っ
た
」
と
。
こ
の
(
一
)
か
ら
(
五
)
ま
で

は
表
五
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
ω』
関
門
・
品
¥
毘
∞
」
の
一
二
五
1

一
二
六
行
を
み
る
と
、

私
の
父
の
弟
の
嫁
(
ユ
ロ
包
E
B〉

「』

g
-
2
2
E・E
・-曲芸」、「印

gFO叫印
5
2・5
・Z
司
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

「
オ
ル
ル
H

ク
ル
ト
ア

〔
と
い
う
〕

737 

が
死
ん
だ
」
と
あ
る
。
ユ
ロ
包
に
は
、
こ
の
他
に
「
兄
の
嫁
」
、
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表
五

「
ω】
穴
円
・
品
¥
包
∞
」

イ
ナ

ン
チ
セ
ヴ
イ

ンチ

=

1
1
 

(

幻

)
が
、
い
ま
慣
に
右
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
と

「
私
」
と
は
、
こ
の

一
七
一

l
一
八
一
行
の
整
理

「
ω】
同
ハ
『
・
品
¥
巴
∞
」
の
書
き
手
で
あ
る
タ
マ
ク
だ
か
ら

タ
マ
ク
の

父
バ
サ

u
ト
グ
ル
ル
に
は
弟
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
推
測
の

域
を
出
な
い
考
え
方
で
あ
る
が
、

イ
ナ
ン
チ
の
息
子
の
セ
ヴ
イ
ン
チ

嫁

が
、
か
り
に
パ
サ

u
ト
グ
ル
ル
の
弟
だ
っ
た
と
す
る
と
、
死
ん
だ
オ

ル
ル
H

ク
ル
ト
ア
は
そ
の
妻
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

セ
ヴ
イ
ン
チ

|

|
男

の
娘
の
ひ
と
り
の
名
が
ク
ル
ト
ア
で
あ
っ
た
こ
と
も
な
に
や
ら
暗
示

的
で
あ
る
。

嫁

「
ω同同ハ吋
・
品
¥
包
∞
」
の
一
九
七
|
二

O
O行
は
、

「
彼
(
パ
サ

u

-104ー

ト
グ
ル
ル
〉
は
息
子
〔
に
〕
娘
〔
嫁
〕
を
と
ら
な
か
っ
た
。
娘
〔
を
〕

婿
〔
の
と
こ
ろ
〕
に
い
か
せ
な
か
っ
た
。
私
タ
マ
ク
は
私
の
兄
の
財

ーー
ー
ク
ル
ト
ア

産
に
〔
と
思
っ
て
〕
娘
〔
嫁
〕

を
と
っ
た
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

ヤー

、ー

の
こ
と
か
ら
、

タ
マ
ク
に
は
す
く
な
く
と
も
兄
と
姉
妹
と
が
い
た
こ

姉

と
が
わ
か
る
。

-1
1
1
イ
リ
ク

以
上
、
前
節
と
本
節
で
考
察
し
た
系
園
を
表
六
に
組
合
し
て
み
る

と
、
「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書
」
・
「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
・
「

ω]
穴
H
-

品
¥
8∞」

の
文
書
群
は
、

イ
ナ

ン
チ
を
筆
頭
と
す
る
一
族
の
な
か
で
記
録
さ
れ

民号

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。



表
六

イ
ナ
ン
チ
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イ
ナ
ン
チ
一
族

カ
イ
シ
ド
ゥ

u
ト
ゥ
ト

P
ン

オ
ズ
ミ
シ
ュ
"
ト
グ
ル
ル
(
ト
グ
ル
〉

ハ
サ

M

ト
グ
ル
ル
(
ト
ク
ル
〉

ー
ー
ー
セ
ヴ
イ

ン
チ

オ
ル
ル
"
グ
ル
ト
ア
ワ
・

「
1

1

1
ア
ダ
ル

H
Fス
(
女
)

ク
ト
ヮ
ル
ク
"
ト
ン
ア

円1
嫁=男

-105ー

嫁 =男

ー
ー
ー
タ
ル
ト
ア

一一
婿

イ
婿=リ

ク
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五

イ
ナ
ン
チ
家
と
公
権
力

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
イ
ナ
ン
チ
一
族
の
親
族
関
係
を
、
判
明
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

カ
イ

シ
ド
ゥ
H

ト
ヲ
ト
ゥ
ン

エ
ニ
チ
ュ
ク
司
テ
ュ
ケ
ル

オ
ズ
ミ
シ
ュ

n
ト
グ
ル
ル
(
ト
グ
ル
)
、

一
族
の
聞
で
み
る
と
、

全
鐙
の
土
地
の
総
量
は
第
わ
っ

て
い
な
い
が、

ハ
サ
H

ト
グ
ル
ル
〈
ト
グ
ル
)
の
五
人
の
兄

弟
は
、
互
い
の
聞
で
土
地
を
寅
買
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

兄
弟
聞
で
の
勢
い
の
ベ
ク
ト
ル
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

な
っ
て

一
一
一
歳
の
タ
ク
川
キ
ム
ン

と
い
う
私
の
女
奴
殺
を

エ
ニ
チ
ュ
ク
に
正
首
に
買
っ
た
」

「
犬
歳

一
O
月
初
旬
一

O
日
に
、

:
:
:
エ
リ
ク

n
カ
ヤ
H

ア
チ
(
巴
r
a
a‘白
色
。
に
流
通
用
棉
布
が
必
要
と

(

お

〉

(
一1

四
行
)
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

エ
-
一
チ

Cω
同

)

二
O
文
書
に
、

ュ
ク
は
一

O
七
文
書
(
第
三
節
参
照
)
で
み
た
よ
う
に
兄
弟
(
テ

ュ
ケ
ル
、

オ
ズ

ミ
シ
ュ

u
ト
グ
ル
ル
)
の
土
地
を
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

奴
隷
を
購
入
す
る
だ
け
の
財
力
を
も
っ
て
い
た
。
兄
弟
の
な
か
で
は
、
バ
サ
H

ト
グ
ル
ル
が

や
は
り
テ
ュ
ケ
ル
と
オ
ズ
ミ
シ
ュ
日
ト
グ
ル
ル

-106ー

か
ら
土
地
を
購
入
し
、
財
力
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
(
前
註
(
幻
)
参
照
)
。

サ
H

ト
ク
ル
の
葡
萄
園
」

と
こ
ろ
で
、
バ

サ
H

ト
グ

ル
ル
(
バ
サ
日
ト
ク
ル

)
が
鼠
歳
三
月
六
日
に
購
入
し
た
葡
萄
園
の
東
側
は

パ
サ
は
も
と
も
と
自
分
で
持

っ
て
い
た
葡
萄
園
の
西
郷
に
あ

っ
た
兄
弟

「

σ同
印

同

門

O
A叫
ケ
ロ
同
ロ

m
r
o門

戸

C
G

バ

(
と

ωhu
-
一O
九、

八
行
)
で
あ
る
か
ら
、

の
葡
萄
園
を
吸
牧
し
た
か
た
ち
と
な
る
。
こ
の
土
地
の
南
側
は
「
巳
ミ
ヨ
-
大
き
な
遁
」
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
(
問
、
九
行
)
、

ハ
サ
が

O
八
文
書
で
同
じ
兄
弟
か
ら
買
取
っ
た
土
地
の
南
側
も
「
大
き
な
道
」

(
一
九
行
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
箇
所
の
土
地
の
東
西
の
所
有
者
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
郷
接
し
た
土
地
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
「
大
き
な
遁
」
に
沿
っ
た
土
地
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

L、。
す
な
わ
ち
、
兄
弟
の
土
地
を
み
る
か
ぎ
り
、
テ
み
ケ
ル
、

オ
ズ
ミ
シ
ュ
H

ト
グ
ル
ル
、
バ

サ
H

ト
グ
ル
ル
の
三
兄
弟
は
、
相
互
に
ご
く
近
い

所
に
生
活
圏
を
も
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
、
す
で
に
第
三
簡
で
見
た
と
お
り
、

オ
ズ
ミ
シ
ュ
H

ト
グ
ル
ル
と
バ
サ
H

ト
グ
ル
ル
聞
の
誼



文
で
あ
る
一
一
一
文
書
の
書
き
手
の
パ
チ
ャ
ク
守
色
白
色
は
、

テ
ュ
ケ
ル
・
オ
ズ
ミ
シ
ュ

u
ト
グ
ル
ル
と
エ

一一
チ
ュ
ク
聞
の
誼
文
で
あ
る
一

O
七
文
書
の
土
地
の
郷
接
地
の
所
有
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

エ
ニ
チ
ュ
ク
の
も
つ
生
活
圏
も
こ
の
中
に
入
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う

結
局
こ
の
兄
弟
た
ち
は
土
地
の
所
有
者
で
、

な
か
に
は
奴
隷
を
持
つ
も
の
も
お
り
、
傾
向
と
し
て
み
る
と
エ
ニ
チ
ュ
ク
と
バ
サ

u
ト
グ
ル
ル

と
に
富
が
集
中
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

そ
れ
で
は
イ
ナ
ン
チ
は
.と
う
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ナ
ン
チ
も
奴
隷
を
も
っ
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

(

m

m

)

 

奴
隷
を
ヤ
プ
H

ト
グ
ル
ル
か
ら
購
入
〕
、
一
二
ハ
文
書

(

m
山

)

死
亡
に
開
す
る
決
着
〕
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

一
一
回
文
書
〔
キ
ム
ズ
ン
と
い
う
名
の
女

〔
イ
ナ
ン
チ
が
か
つ
て
所
有
し
て
い
た
ス
ン
サ
チ
と
い
う
名
の
奴
隷
の
逃
亡
も
し
く
は

イ
ナ
ン
チ
の
場
合
、
土
地
所
有
権
の
移
動
に
開
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
所
謂
「
イ
ナ
ン
チ
文
書
」
の
大
部
分
は
、
買
買
・

貸
借
な
ど
、
従
来
研
究
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
定
型
の
書
式
を
も
っ
文
書
と
は
異
な
り
、
表
一
で
見
た
よ
う
に
、
土
地
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
も

の
よ
り
も
、
農
村
生
活
の
中
の
細
部
に
わ
た
る
事
柄
が
多
い
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
イ
ナ
ン
チ
も
そ
の
息
子
た
ち
の
生
活
と
大
幅
に
異
な
っ
た

(
引
叫
〉

生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
や
は
り
、
土
地
を
も
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
と
思
う
。
嘗
時
の
祉
舎
の
な
か
で
、
イ
ナ
ン

し
か
し
、

-107-

チ
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
別
の
側
面
を
考
え
よ
う
。

再
び
「

ω]
穴吋
-
K
H
¥
包
∞
」
文
書
を
見
る
。
そ
の
一

O
四
l
一
二
四
行
が
、

す
る
記
録
で
あ
る
。

「
我
々
」
つ
ま
り
イ
ナ
ン
チ
一
族
が
借
り
(
一

O
八、

イ
ナ
ン
チ
の
葬
儀
の
際
の
現
金
(
銀
〉
借
入
と
、
そ
の
返
済
に
開

一
一
一
、
一
一
三
行
〉
、
「
我
々
」
が
返
済
し
た
(
一
一

二
O
、

七

二
九
、

一一一

O
、
一一
一、

一
二
四
行
)
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
貧
際
に
こ
の
貧
務
に
あ
た
っ
た
の
は
、

「
わ
が
イ
ナ
ン
チ

祖
父
に
射
す
る
死
迭
り
(
葬
式
〉
で
私
が
借
り
た
銀
(
現
金
〉
の
元
金
・
利
息
を
あ
わ
せ
て
一
ヤ
ス
ト
ク
ク
四
二
ス
テ
イ
ル
を
、
わ
れ
ら
は
、
返

済
し
た
」

(
一一一一一
l
一
二
四
行
)
と
い
う
表
現
か
ら
考
え
て
、

「
私
」
す
な
わ
ち
イ
ナ
ン
チ
の
孫
、
バ
サ

u
ト
グ
ル
ル
の
子
で
あ
り
、
こ
の

741 

文
書
を
書
い
た
タ
マ
ク
で
あ
ろ
う
。
第
四
節
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
と
き
、
鰹
費
を
四
人
の
人
物
か
ら
借
り
て
い
る
。
サ
ヤ
ン
、

ト
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グ
ズ
、

オ
グ
リ
ュ
ン
チ
、

チ
ヌ
ー
で
あ
る
。

か
れ
ら
は
、
「
ア
ル
プ

u
ト
ゥ
ル
ミ
シ
品

(曲目匂

E
H
H
E山
)
の
四
人
の
息
子
」
(
一

O
六
行
〉
で
あ

っ
た
。

筆
者
は
こ
こ
に
登
場
す
る
ア
ル
プ
H

ト
ヲ
ル
ミ
シ
ュ
を
、
第
三
簡
で
み
た

dω
匂
・
一
一
一
文
書
の
ア
ル
プ
日
ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ
と
同
一
人
物
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
イ
ナ
ン
チ
の
葬
儀
は
孫
の
タ
マ
ク
が
、

ア
ル
プ

u
ト
ゥ
ル
ミ
シ
ム
の

l
!と
わ
ざ
わ
ざ
こ
と

わ
っ
て
い
る
|
|
ム
息
子
た
ち
か
ら
「
借
り
た
」
銀
に
よ
っ
て
管
ま
れ
、

「
我
々
」
イ
ナ
ン
チ
一
家
の
も
の
が
返
済
し
て
い
る
。

「
我
々
」
と
は

具
鐙
的
に
は
イ
ナ
ン
チ
の
子
供
、
す
な
わ
ち
パ
サ

n
ト
グ
ル
ル
の
世
代
を
含
む
で
あ
ろ
う
。

一方、

一
一
一
文
書
は
ま
さ
に
イ
ナ
ン
チ
の
子
供

オ
ズ
ミ
シ
品
H

ト
グ
ル
ル
・
パ
サ
H

ト
グ
ル
ル
兄
弟
聞
の
誼
文
で
あ
り
、

ア
ル
プ
H

ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ
は
そ
の
誼
文
の
交
わ
さ
れ
る
根
擦
と
な
っ

た
出
来
事
に
深
く
か
か
わ
り
(
四
|
五
行
〉
、

ま
た
こ
の
讃
文
の
謹
人
に
も
な
っ
て
い
る
(
一
一
行
)
の
で
あ
る
。

や
は
り
ア
ル
プ
H

ト
ゥ
ル

、
シ
ュ
が
同
名
異
人
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
の
と
き
、
兄
弟
聞
の
出
来
事
に
介
入
し
た
も
う
一
人
は
、

ウ
イ
グ
ル
貰
買
文
書
の
書
式
に
、
「
賀
買
措
保
文
言
」
と
い
わ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
貰
り
主
側
の
違
約
行
震
あ
る

(

M

M

)

 

い
は
解
約
要
請
を
規
制
し
、
買
い
主
側
の
権
利
を
保
誼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
契
約
の
拘
束
力
を
高
め
る
た
め
に
書
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

「
外
か
ら
の
キ
タ
イ
使
節
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
よ
う
。
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と
き
、

「
公
的
権
力
の
介
入
」
を
も
っ
て
解
約
要
請
を
し
て
も
、

そ
れ
は
通
用
し
な
い
、
と
い
う
意
味
の
文
言
が
あ
り
、
そ
の
公
的
擢
力
の
ひ

(

お

)

「
外
(
か
ら
の
)
使
節
」

l
lす
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
ル
H

元
朝
か
ら
涯
遣
な
い
し
任
命
さ
れ
た
役
人
ー
ー
の
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が

(

お

)

「
貰
買
措
保
文
言
」
は
契
約
解
除
手
段
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
一
一
文
書
は
、

つ
ま
り
、
こ

と
つ
と
し
て
、

(

鈍

)

あ
る
。
筆
者
は

う
し
た
手
績
き
を
経
て
解
約
さ
れ
た
と
き
の
謹
文
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

「
外
か
ら
の
キ
タ
イ
使
節
」
と
い
う
公
権
力
と
同
等
の

し
か
も
「
外
か
ら
の
」
勢
力
で
は
な
く
、
在
地
の
有
力
者

(

お

〉

と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
筆
者
の
い
わ
ゆ
る
「
ベ
グ
層
」
に
属
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

立
場
の
役
割
を
果
た
し
た
ア
ル
プ
H

ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ
も
や
は
り
公
擢
力
保
持
者
で
、

そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
ア
ル
プ
H

ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ
の
息
子
た
ち
と
イ
ナ
ン
チ
家
の
イ
ナ
ン
チ
亡
き
あ
と
の
人
び
と
が
、

「

ω同
開
ハ
戸
仏
¥



。ω∞
」
文
書
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

ュ
と
、
イ
ナ
ン
チ
と
が
、
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
私
的
な
貸
借
を
お
ζ

な
う
閥
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

公
擢
力
に
つ
ら
な
る
ア
ル
プ
H

ト
ゥ
ル
ミ
シ

こ
う
し
た
公
権
力
を
硯
野
に
い
れ
て
、
社
曾
に
お
け
る
イ
ナ
ン
チ
の
位
置
を
探
っ
て
み
る
と
、

犬
歳
八
〔
月
〕
初
旬
:
:
:
日
に
。

キ
品
セ
シ
チ
ュ
ク
(
}
門
出
町
出
回
mmcw〉
は
二
人
。

〔ト〕

ゥ
ル
ミ
シ
ュ

(
〔
同
〕
日
自
伝
)
は
一
人
。

ア
ル
プ

u
ト
グ
ル
ル
(
同
志
件
。
目
、
H
M
C
は
二
人
。
イ
ネ
チ
(
弓
民
C

は
二
人
。

エ
リ
ク
(
位

-F)
は
一
人
。

オ
リ
ュ
ク

u
ト
グ
ル
ル

(
α
Z
F
Z
3己
)

は
一
人
O
i
-
-
-
ト
ゥ
ル
ク

(
Z
E
G
)、

エ
ド
ゥ
ギ
ュ

(
陣
仏
関
口
)
、

ト
グ
ル
ル
(
件
。
可
円
〔
己
〕
)
:
:
:
カ
イ
ク
(
官
〔
可
E
〕
)
と
共
に
:
:
:
に
働

か
せ
よ
。
」

(Cω
同
M

・

一
二
二
文
書
)

と
い
う
第
働
力
(
?
)
提
供
の
命
令
書
や
、

犬
歳
:
:
:
。
:
:
:
イ
ネ
チ
:
:
t
黍
、

ヤ
ル

n
オ
グ
ル
(
M
R
W

円
。
コ
〔
-
〕
)

〔
の
〕
ニ
キ
ュ
リ
黍
と
あ
わ
せ
て
八
キ

L

リ
の
黍
を
ア
サ
ン

n
ト
ク
ル
(
印
刷

S
Z企
C
を
は
じ
め
と
し
て
、
や
っ
て
来
た
〔
?
〕
守
m
m
5
3

カ
ダ
(
門
出
回
門
r
w
)
0
・
ェ
シ
ュ
リ
ュ
ク
(
印
刷
。
H
E
W
)

〔
の
〕
一
ニ
キ
ュ
リ
、

た
ち
に
差
し
出
せ
、

〔
こ
の
印
章
は
〕
:
:
:
た
ち
の
も
の
。
」

一
二
三
文
書
)

イ
ネ
チ
(
イ
ナ
ン
チ
)
の
立
場
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
右
の
文
面
か
ら
み
る
と
、

(
C
ω
U・
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と
い
う
穀
物
供
輿
命
令
書
か
ら
、

イ
ナ
ン
チ
は
特
別
に
ぬ
き

ハ
幻
)

ん
で
た
存
在
で
は
な
い
と
し
て
も
、
公
権
力
か
ら
直
接
に
命
令
を
う
け
る
人
び
と
の
中
の
一
人
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

か
つ
て
山
田
信
夫
氏
は
、

カ
イ
イ
ム
ト
ゥ
文
書
を
分
析
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「
経
営
能
力
も
漸
次
蓄
え
つ
つ
あ
る
地
主
が
い
よ
い
よ
成
長
す
る
委
を
見
る
」
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま

た
「
地
主
と
し
て
一
方
的
に
有
利
な
契
約
を
結
ん
だ
」
と
思
わ
れ
る
「
反
面
、
彼
(
カ
イ
イ
ム
ト
ゥ
)
の
周
迭
に
は
、
経
済
力
に
劣
る
あ
る
い

「
と
き
に
近
郊
の
「
十
人
衆
」
に
恩
恵
も
施
し
た
よ
う
な
彼
の
姿
に
、

カ
イ
イ
ム
ト
ゥ
文
書
を
つ
う
じ
て
、

は
依
け
る
者
が
少
か
ら
ず
居
た
こ
と
を
認
め
て
良
か
ろ
う
」
。
そ
し
て
、

た
と
え
別
の
側
面
と
言
っ
て
も
、

か
り
そ
め
に
も
経
済
的
劣
位
者
を
期
待
で
き
ぬ
こ
と
は
勿
論
、

一
般
自
営
農
民
に
も
と
ど
ま
ら
ぬ
も
の
を
見

743 

る
と
い
う
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。
飛
躍
し
た
言
い
方
を
す
れ
ば
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
中
世
封
建
社
舎
の
成
熟
は
、
こ
の
あ
た
り
に
も
う
十
分
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(

お

)

窺
え
る
と
言
っ
て
良
い
か
も
知
れ
ぬ
」
と
。

こ
れ
に
近
い
地
主
像
が
、
本
稿
の
検
討
で
も
、
同
じ
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
カ
イ
イ
ム
ト
ゥ
や
イ
ナ
ン
チ
一
族
の
よ
う
な
地
主
層

は
、
右
の
二
つ
の
文
書
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
か
な
り
の
数
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

か
れ
ら
と
て
必
ず
し
も
組
罰
的
に
安
定

し
た
祉
禽
階
層
と
も
言
い
難
い
こ
と
は
本
節
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
主
の
不
安
定
要
素
は
、
筆
者
が
か
つ
て
考
察
し
た
一

三
世
紀
こ
ろ
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
祉
舎
に
お
け
る
公
権
力
の
多
重
性
、
あ
る
い
は
、
嘗
時
は
権
力
構
造
の
愛
動
期
に
あ
っ
た
と
い
う

(

鈎

〉

事
責
に

一
因
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
祉
舎
の
中
で
、
と
く
に
本
簡
で
み
た
よ
う
に
、
イ
ナ
ン
チ
は
公
権
力
|
|
そ
れ
が
ど
の

そ
れ
こ
そ
が
嘗
時
の
地
主
屠
が
世
代
を
か
さ
ね
て
存
績
で
き
た
理

よ
う
に
繁
化
し
よ
う
と
も
ー
ー
と
一
定
の
関
係
を
保
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

由
の
ひ
と
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

..... ーノ、

慣
習
と
法
|
|
む
す
び
に
か
え
て

-110ー

(
一

ω〉

か
れ
ら
地
主
層
、
本
稿
の
イ
ナ
ン
チ
一
族
は
、
ハ
イ
ド
ヮ
・
ド
ゥ
ワ
と
元
朝
世
租
政
権
と
の
聞
で
お
こ
っ
た
戦
凱
や
、
右
に
一
言
し
、
ま
た

註
〈
お
)
、
(
ぬ
〉
で
燭
れ
た
よ
う
な
多
極
的
支
配
構
造
社
曾
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
世
を
凌
い
で
い
た
の
か
。
ウ
イ
グ
ル
文
書
か
ら
み
た
「
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
中
世
封
建
祉
舎
の
成
熟
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。
こ
れ
ら
の
貼
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

「
ω』関門・
品
¥
毘
∞
」

を

再

検

討

し

た

別

稿

で

、

筆

者

は

そ

の

文

書

の

九

九

、

ご

ニ

O
、

わ
れ
る
「
SHE-cm」
と
い
う
語
棄
に
つ
い
て
、
ク
ロ

l
ソ
ン
が
原
義
を
抜
大
解
標
し
て
「
(
葬
儀
)
俸
統
に
則
っ
た
儀
式
」

(
川
出
〉

合
〉
か
、
そ
の
形
容
詞
形
と
し
た
こ
と
に
異
議
を
と
な
え
、
原
義
ど
お
り
に
解
揮
し
て
、

一
一一、

一
二
八
、

一
一
一、

一
三
三
各
行
に
あ
ら

(
抽
象
名
詞
の
場

「
慣
習
ど
お
り
の
」
・
「
慣
習
に
も
と
づ
く
も
の
」
と

考
え
て
い
っ
こ
う
に
さ
し
っ
か
え
な
い
、
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
「
む
し
ろ
、
こ
れ
が
穀
物
の
利
息
、
家
へ
の
利
息
返
済
に

(
補
註
)

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
文
書
で
は
「
町
の
慣
習
と
し
て
、
一
ス
テ
イ
ル

0
・
五
パ
ク
ル
に
て

羊
を
私
は
買
っ
た

Z
5
5
Z∞ご
F
M
M
E
H
E
H
百
円

E
V回
全
同
・
官
官
百
巳
民
自
」
〈
一
五

O
l
一
五
一
行
)
と
い
う
、
オ
リ
ュ
ク
の
婚
姻
の



際
の
買
い
物
リ
ス
ト
に
出
て
く
る
表
現
が
「
件
苛
ロ
」
の
用
法
の
例
外
で
、
そ
の
ほ
か
は
次
の
よ
う
な
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。

オ
ド
ゥ
シ
ュ

u
ト
グ
ル
の
娘
の
婚
姻
|
|
「
慣
習
ど
お
り
の
、
借
り
た
一
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
の
利
息
を
一
三
年
(
分
)
、

わ
れ
ら
は
返
済
し
た

s
z
z
m
巴百円山

ZH
可
g
E♀
〔
ロ
ロ
〕
ロ

m
g々
aE
位向
u
ぷ刷円

EF--EA-sw」

イ
ナ
ン
チ
の
葬
儀
|
|
「
(
ま
た
〉
慣
習
ど
お
り
の
八
シ
ク
の
穀
物
を
現
物
利
息
付
き
で
わ
れ
ら
は
借
り
た

8
5
z
m
品目内定即日
A
Sユ
可
毘
山
・

(
九
九
|
一

O
O行
)

}内向向】件同日目
N

」

(
二
一
一
i

一
一
一
二
行
)

w
S
内町ロ
mロロ・
2
ロ忌即・}向日目白
-
2
5同国」

オ
ル
ル
H

ク
ル
ト
ア
の
葬
儀
|
|
「
慣
習
ど
お
り
の
穀
物
一

O
シ
ク
を
チ
ヌ
ー
よ
り
現
物
利
息
付
き
で
わ
れ
ら
は
借
り
た

g
z
-
z
m
g
g、。ロ

(
一
二
八
!
一
三

O
行
)

オ
ド
ゥ
シ
L

H

ト
ク
ル
(
の
葬
儀
)
|
|
「
慣
習
ど
お
り
の
穀
物
を
イ

ン
ラ
ミ
シ
ュ
H

シ
ラ
よ
り
一

O
シ
ク
を
現
物
利
息
付
き
で
わ
れ
ら
は

借
り
た

s
z
z
m
g
H々

5
m
g
g広
訟
芯
・
仲
間
ロ
。
ロ
即
S
岳
山
・
}
&
田
-
2
5ぽ」

(
=
ニ

O
l
一
三
二
行
〉

以
上
三
人
の
葬
犠
に
つ
い
て
|
|
「
わ
が
祖
父
イ
ナ

ン
チ
(
の
葬
式
〉
に
(
も
〉
慣
習
ど
お
り
。
こ
の
一
一
一
人
の
、
慣
習
ど
お
り
の
、
現
物
利

息
付
き
で
借
り
た
穀
物
の
複
利
の
利
息
は
、
あ
わ
せ
て
一

O
Oシ
ク
の
穀
物
と
な
っ
た

Z
2
2
8曲
目
・
官

g
z
z
m
σ
。
忠
臥
m
p
b
E
m
-111ー

g
z
z
m
岳山
-
W
即
曲
目
白
涼

g
同々
・]釦吋ム・旦ロ

m
E刷
Z
E
回
国
々
自
々
・
同
宮
4
円相日間】可戸支郎同門出同白円同叫
、
σo-HHMM刷」

(
一
三
二
l

ご
ニ
六
行
)

ク
ロ

l
ソ
ン
の
擦
大
解
樟
の
理
由
が
な
く
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
こ
の
文
書
に
お
け
る
婚
姻
と
葬
儀
に
際
し
て
は
、
そ
の
経
費
の
少
な
く
と
も
一
部
分
、
そ
し
て
先
に
整
理
し
た
借
金

の
未
返
済
額
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
経
費
の
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
借
金
ま
た
は
借
財
(
穀
物
)
で
調
達
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
婚
姻
・
葬
儀
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
借
金
で
あ
れ
ば
そ
の
用
途
は
い
く
ら
で
も
想
像
が
つ
く
し
、
事
質
、
婚
姻
の
際
の
現
金

支
出
は
こ
の
文
書
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
穀
物
は
葬
儀
の
場
合
に
の
み
借
り
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
穀
物
は
、
婚

姻
の
例
に
み
ら
れ
る
宴
舎
や
振
る
舞
い
の
た
め
の
羊
と
の
封
躍
で
、
葬
儀
の
と
き
の
食
物
と
考
え
る
か
、
も
し
く
は
何
か
儀
躍
上
の
用
途
を
想

第
一
の
例
に
よ
り
、

745 

定
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
黙
は
不
明
で
あ
る
。
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し
か
し
問
題
は

こ
れ
ら
の
生
涯
行
事
の
経
費
な
い
し
穀
物
が

ほ
か
な
ら
ぬ

「
慣
習
」

に
よ
っ
て
他
人
か
ら
借
り
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。大

臆
に
推
測
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
一
種
の
相
互
扶
助
、
あ
る
い
は
相
互
依
存
の
慣
習
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
な
り
多
く
の
存
在
が
確
認
さ

れ
る
地
主
層
も
、
在
地
勢
力
と
し
て
は
経
済
的
に
あ
る
程
度
自
立
し
た
生
活
を
維
持
し
て
は
じ
め
て
存
績
し
う
る
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。

(

必

)

繁
轄
し
、
ま
た
複
層
す
る
支
配
勢
力
の
動
向
に
拘
ら
ず
、
ま
た
、
個
々
の
地
主
家
族
の
消
長
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
か
れ
ら
地
主
層
は
お
そ
ら

く
九
世
紀
半
ば
以
降
、
長
い
歳
月
の
聞
に
オ
ア
シ
ス
農
村
祉
舎
を
形
成
し
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
彼
ら
は
自
ら
の
祉
禽

(

必

)

の
支
配
構
造
・
権
力
系
列
を
割
合
に
よ
く
理
解
し
、
ま
た
そ
れ
に
順
臨
も
し
て
い
た
。
し
か
し
、
か
れ
ら
の
日
常
の
生
活
管
震
に
と
っ
て
、
直

接
に
頼
る
べ
き
は
公
権
力
で
は
な
く
、
農
地
を
保
有
す
る
同
類
の
地
主
層
ど
う
し
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
推
定
で
き
る
。
そ
う
し
た

祉
舎
の
貫
態
が
、
識
字

・
書
篤
能
力
を
も
っ
者
が
互
い
に
保
読
人
と
し
て
、
書
き
手
と
し
て
、

ま
た
諸
契
約
の
嘗
事
者
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
文
書

-112-

に
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。

こ
の
よ
う
な
、

「
慣
習
」
が
人
間
関
係
を
規
定
す
る
側
面
を
も
っ
自
律
的
な
祉
舎
を
、
山
田
氏
い
う
と
こ
ろ
の
「
成
熟
し
た
枇
曾
」
と
呼
ぶ

と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
枇
曾
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
は
じ
め
て
、

モ
ン
ゴ
ル

u
元
朝
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
た
い
す
る
も
ろ
も
ろ
の
法
令
や
禁
令

も
現
貫
性
を
幣
び
る
の
で
あ
る
。
直
接
ウ
イ
グ
ル
人
に
む
け
て
渡
せ
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
の
要
旨
を
一
つ
だ
け
見
て
お
く
。

畏
冗
児
家
私

至
元
九
年
十
二
月
二
十
日
。
欽
奉
聖
旨
「
亦
都
護
根
底
、
畏
冗
見
団
地
裏
的
民
官
人
毎
根
底
、

不
採
那
箇
城
子
一
泉
畏
冗
見

毎
根
底
。
衆
畏
冗
見
毎
、
爺
的
家
私
、
多
争
競
時
打
的
上
頭
、
今
日
後
、
他
的
爺
見
、
張
児
毎
根
底
興
分
子
阿
、
依
着
他
爺
興
的
分
子
要

者
。
爺
的
言
語
休
別
了
者
。
叉
爺
袈
了
的
後
頭
、
接
見
毎
不
曾
分
別
町
、
爺
的
銭
物
、
比
及
一
年
分
了
者
。
休
過
査
年
者
。
叉
男
児
毎
、

『
俺
根
底
不
曾
一商一量
了
、
休
改
嫁
別
人
阿
』
休
闘
賞
者
。
偽
文

海
家
根
底
、

奥
休
宮
古田
町
、
男
児
的
文
書
行
者
。
男
児
的
爺
娘
兄
弟
毎
説
、

書
有
、
歴
道
、

休
別
倣
文
書
者
。

叉
不
棟
那
箇
勾
嘗
裏
、
倣
了
誼
見
的
人
、
南
下
裏
休
倣
誼
見
者
。
叉
女
夜
見
根
底
、
嫁
輿
了
男
児
之

『
我
的
女
張
見
、
組
了
根
脚
也
』
慶
道
、
休
争
断
迭
者
。
這
聖
旨
宣
議
了
町
、
聖
旨
裏
的
言
語
別
了
的
畏
冗

後
、
若
那
女
該
見
渡
了
阿
、



見
毎
、
有
罪
過
者
」

『
遁
制
僚
格
』
巻
四
、
戸
令
(
九
十
六
)

〔ウ
イ
グ
ル
人
の
財
産
。
至
元
九
年
(
一
二
七
二
年
)

一
二
月
二

O
日
に
欽
奉
し
た
聖
旨
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
イ
デ
ィ
ク
l
ト
に
た

し

ウ
イ
グ
ル
の
団
地
に
い
る
民
・
官
ら
に
た
い
し
、

多
く
の
ウ
イ
グ

あ
ら
ゆ
る
城
市
に
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
に
た
い
し
て
〔
言
う
〕
。

ル
人
た
ち
〔
の
聞
で
〕
は
、
父
の
財
産
を
争
っ
て
け
ん
か
を
す
る
者
が
多
い
の
で
、
今
よ
り
以
後
は
、
あ
る
人
の
父
が
子
供
た
ち
に
分
け

前
を
輿
え
た
な
ら
、
そ
の
父
が
輿
え
た
分
け
前
に
し
た
が
っ
て
取
れ
。
父
の
こ
と
ば
に
そ
む
い
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
父
が
死
ん
だ
後

に
、
子
供
た
ち
が
事
前
に
分
け
て
お
か
な
か
っ
た
の
な
ら
、

父
の
銭
物
は

一
年
以
内
に
分
け
る
こ
と
。

一
年
を
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
男
た
ち
が
妻
に
た
い
し
て
離
縁
肢
を
渡
す
場
合
に
は

〔
嘗
事
者
自
身
の
〕
男
の
文
書
を
出
せ
。
男
の
父
・
母
・
兄
弟
た
ち
が
『
自
分

た
ち
に
た
い
し
て
相
談
が
な
か
っ
た
か
ら
、
〔
離
縁
さ
れ
た
妻
が
?
〕
別
人
と
再
婚
し
て
は
な
ら
ぬ
』
と
言
っ
て
口
を
差
し
は
さ
ん
で
は

な
ら
な
い
。
傑
の
文
書
だ
と
言
っ
て
、
別
に
文
書
を
作
成
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
事
に
お
い
て
も
、
誼
見
を
し
た
人
は
、

費
方
に
誼
見
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
女
の
子
〔
娘
〕
に
つ
い
て
は
、
嫁
と
し
て
男
に
輿
え
た
の
ち
に
、
も
し
そ
の
娘
が
死
ん
だ
ら
、

『
自
分
の
娘
は
根
脚
が
絶
え
た
』
と
言
っ
て
贈
ら
れ
た
も
の

〔
嫁
入
り
道
具
〕
を
争
つ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
聖
旨
を
宣
識
し
た
の
だ
か

(

川

制

)

ら
、
聖
旨
に
あ
る
言
葉
に
そ
む
い
た
ウ
イ
ク
ル
人
た
ち
は
罪
過
が
あ
る
も
の
と
せ
よ
」
〕
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
細
か
な
命
令
の
背
景
に
、
長
い
中
園
の
法
制
鐙
系
の
歴
史
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
資
料
の
傍
線
部
分
は
唐

(

必

)

宋
以
来
の
漢
文
文
書
に
み
え
る

「親
族
追
奪
措
保
文
言
」
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
書
式
に
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
法
制
史
的
な
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
立
ち
入
る
紙
数
は
壷
き
て
い
る
。
た
だ
、
ウ
イ
グ
ル
文

(

組

問

)

書
に
唐
宋
の
漢
文
文
書
の
愛
国
式
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
事
貧
で
あ
り
、

右
の
聖
旨
が
下
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
契
約
文

(

幻

)

書
は
作
成
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
聖
旨
は
モ
ン
ゴ
ル
日
元
朝
権
力
が
ウ
イ
グ
ル
人
の
上
級
命
令
権
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ

747 

そ
の
命
令
内
容
が
こ
の
と
き
は
じ
め
て
貧
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

て・も、

ウ
イ
グ
ル
入
社
舎
の
内
部
で
す
で
に
お

-113ー
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(

川

崎

)

こ
な
わ
れ
て
い
た
法
制
的
慣
行
に
基
づ
い
た
虚
置
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

「
ω】阿ハ円・ム
¥包
∞
」
文
書
も
正
確
な
年
代
を
決
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

一
回
世
紀
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
最
初
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る。

「
イ
ナ

ン
チ
文
書
」

・
「
オ
ズ
ミ
シ

ュ
文
書
」
と
な
ら
ん
で
一
三
、

モ
ン
ゴ
ル

u
元
朝
櫨
力
の
贋
い
網
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
る
祉
舎
の
中

イ
ナ
ン
チ
一
族
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
の
ウ
イ
グ
ル
入
社
舎
が
先
行
諸
文
化
か
ら
掻
取
し
、

オ
ア
シ
ス
農
地
経
営
を
賀
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
彼

に
い
た
と
は
い
え
、

き
た
慣
習
や
法
制
的
慣
行
に
し
た
が
っ

て
婚
姻
や
葬
儀
を
お
こ
な
い
、

(

必

)

ら
は
活
護
な
一商
業
活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
。

そ
の
後
濁
自
に
形
成
・
展
開
し
て

パ
サ
H

ト
グ
ル
ル
は
「
一
バ
ク
ル
も
負
債
を
残
さ
ず
に
、
葡
萄
園
、
領
地
、
家
産
を
す
べ
て
残
し
て
タ
ン
グ
ト
へ
彼
は
行
っ
た
。
翌
年
の
取

引
に
よ
り
ク
チ
ャ
か
ら

0
・
五
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
の
鋳
造
(
?
)
銀
、
六

O
個
の
一一
商
品
の
梱
包
を
彼
は
遺

っ
た
。
さ
ら
に
パ
パ
ク
に
あ
る
褒
藁
ぶ
き

彼
は
遺
っ
た
」

〔
出
穴
同
・
品
¥
包
∞

の
固
い
(
?
)
か
ら
七
個
の
網
布
の
相
包
を
彼
は
選
っ
た
。
悌
数
の
寺
院

(
0
・固
有
名
詞
〉
か
ら
一
ヤ
ス

ト
ゥ

ク
の
鋳
造
(
?
)
銀
の
梱
包
を

(
ω
)
 

一
八
八
|
一
九
七
行〕

と
い
う
よ
う
に
、

河
西
か
ら
ク
チ
ャ
に

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
農
村
を
あ
と
に
し
て
、

-114ー

至
る
と
思
わ
れ
る
地
域
で
一商
業
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
嘗
時
の
農
村
ウ
イ
グ
ル
人
の
活
動
が
、
決
し
て
オ
ア
シ
ス
内
に
限
ら
れ
た
も
の
で

(

日

〉

は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
、
こ
れ
も
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
な
、
農
村
に
一
定
の
基
拡
を
も
ち
綴
け
た
地
主
層
に
よ
る
活
動
の
一
例
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

註
(

1

)

山
田
「
ωロ
『
〈

O
E
u
u
J
F
S
R凶

P

Z
・・〉

2
2
0司
氏

C
F
m
r
c
円

内
田

O
E
B
O
R
ω
司
『
ゆ
臼

0
2一史
同
』
ロ
〈

R
M
O
E回
口

OC見
ユ
2
・
阿
国
、
3
町
内
向
、
で

沼
恒
久

HF
ご
と
え
h
E
H
K
P
R
満
足
H
R

円。。潟、、
3
2・
吋
弘
司

2
・

]
戸
甲
山

1
0

・
M
M
M
Y
Nω
叶

l
l
N
品。・

山
田

「
資
料
と
研
究
」

H
山
田
信
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
書
ぃ
資
料
と
研

究
」
『
中
央
ユー
ラ
シ
ア
文
化
研
究
の
課
題
と
方
法
』

(
ア
ル
タ
イ
腕
時

研
究
連
絡
組
織
)

一
九
七
七
年
三
月
、
三

O
頁
。

(

2

)

山
田
「
資
料
と
研
究
」
、
三
九
頁
。
そ
の
見
解
に
至
る
ま
で
の
研
究

史
の
中
で
、
議
雅
夫
、

山
田
信
夫
雨
氏
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
業
績

は
注
目
に
値
す
る
が
、
研
究
史
に
つ
い
て
は
こ
の
山
田
論
文
の
ほ
か
、

Q
R
r
・
Q
i
-
U
0
2
B
g
z
-
H
Q
白井・円、.〈・
・
L
Y
H
3礼
員
H
N
S
H。

HV
内
門
九
道
官
、

O
G
N
N
H
)。
主
君
S
H句
。
¥
同
a
H
吋

Nq』
伊

RhhbB(』
い

whF
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ー
に
H
F
。
。
-
Y
O
U
B
『
冨
巳
。
P
巴
O
O
B
Z
R
o
p
H
由
斗
叩
・
〉
E
r
E
W
O
L

P
n
曲
目
白
山
-
0
・
同
肖
O仏
E
n
o
ι
r
u
『
自
-
n
g
E
B
-
H
O
『
o
m
円
曲
司
r
u
『
2
H
由
叶
申
r
u
『

C
口
2
2
M
F
Q
玄
F
n
g
E
B
m
H
E
O
『
ロ
巳
F
O
口
同
-
-
〉
ロ
ロ
〉
『
『
Oア
玄
Fnr・

-
官
P
F
O
E
S
-
の
六
五
|
九
O
頁
が
、
日
本
語
論
文
に
つ
い
て
は
充

全
で
は
な
い
が
、
参
考
に
な
り
、
ま
た
、
N
5
s
p
p
・
-
N
2
2
3
F

。
ロ
C
F
四
日
。
。
2
B
O
口
同
目
白
5
2
巴
叶
日
・
~
。
号
、
言
H
h
b
h
帆
ミ
右
足
鳥
"

の
の
問
、
×
-
F
H
I
N
-
〉
5
2
S
2
・

3
・
8
1
2
・
が
有
用
で
あ
る
。

(
3
)
山
田
「
資
料
と
研
究
」
、
三
九
頁
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
関
す
る
文

蓄
を
扱
っ
た
山
田
氏
の
論
文
は
下
記
の
と
お
り
だ
が
、
そ
の
他
の
研
究

者
に
よ
る
論
文
は
い
ま
は
省
略
す
る
。

ー
ー
ー
ピ
ン
ト
ゥ
ン
l
l
|

「
回
鵠
文
斌
逼
(
善
斌
〉
頁
身
契
三
種
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
七

|
二
、
一
九
六
八
年
九
月
、
一
九
九
|
二
二
四
頁
。

〉
ロ
C
F岡
r
E
U
o
n
巴
目
。
豆
町
O
『
H
Y
O
何
百
曲
ロ
円
守
民
5
ロ
O
町
釦

ω-曲
〈
0
・
m
o
i
目
。
ι
・
、
。
官
、
書
札

kg帆
白
色
喝
R
内
の
の
「
V
内
回
)
内

H
M
-

〉
E
Z
S
2
・
目
当
・
ω
誌
1
8
ω
・

ー
ー
ポ
ル
ミ
シ
ュ
|
|

「
ボ
ル
ミ
シ
ュ
文
書
」
松
図
書骨
男
博
士
古
稀
記
念
出
版
委
員
曾
編

『
東
西
文
化
交
流
史
』
〈
雄
山
閣
)
、
一
九
七
五
年
五
月
、
四
一
一
一

|
四
三
二
頁
。

l
l
l
カ
イ
イ
ム
ト
す
|
|
l

「
カ
イ
イ
ム
ト
ゥ
文
書
の
こ
と
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
四
|
四
、

一
九
七
六
年
一
一
一
月
、
一
一
一
一
一
|
五
七
頁
。

(

4

)

巳
曲
『
r
-
n
z
-
-
0
0
2
自

g
z・
但
し
、
研
究
の
手
順
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
書
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
年
代
の
再
吟
味
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
、
蛍
然
の
こ
と
で
あ
る
。

(

5

)

梅
村
「
違
約
罰
」
H
梅
村
坦
「
違
約
罰
納
官
文
言
の
あ
る
ウ
イ
グ
ル

文
書
ー
ー
と
く
に
そ
の
作
成
地
域
と
年
代
の
決
定
に
つ
い
て
l
l
L

『
東
洋
皐
報
』
五
八
|
三
・
四
、
一
九
七
七
年
一
一
一
月
、
O
一
|
O
四
O

頁。
梅
村
「
公
権
力
L
H
同
「
十
三
世
紀
ウ
イ
グ
リ
ス
タ
ン
の
公
権
力
」

『
東
洋
皐
報
』
五
九
|
一
・
二
、
一
九
七
七
年
一
O
月
、
O
一
l
o
-
-
一

一頁。

(
6
)
c
r
-
H
E
ι
-
o
戸
当
・
者
-
-
g
.
h
R
3
R
r
h
明
、
言
内
定
S
ぎ
恥
町
内
、
・

ミ
号
、
主
N
S
S与
野
道

3
b
b
h
s
q
a
R
2
3
H
旬
、
h干

潟

N
S
寝泊

g詩
句
・
ミ
ミ
S
官
、
Q
R
h
h
a
s
s
-
「
o
E
口
町
円
包
・
H
由
N
∞-

Z
2
ι
z
n
r
・
。
回
s
r
g
n
F
S
芯
・
牧
載
番
貌
の
一
O
七
l
一
一
一
七

ま
で
の
、
ω
同
ア
番
強
を
も
っ
文
書
が
こ
れ
ら
に
あ
た
る
の
だ
が
、
ラ

ド
ロ
フ
自
身
は
関
係
文
書
と
し
て
の
範
囲
を
や
や
せ
ば
め
て
考
え
、
一

二
四
l

一
二
七
は
他
と
の
関
連
を
見
出
さ
な
い
と
し
て
い
た
。
ま
た
、

後
註
(

9

)

を
参
照
。

(

7

)

護
「
貰
買
文
書
」

U

護
雅
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
責
買
文
書
|
|
と
く

に
、
そ
の
貫
主
と
買
主
と
に
つ
い
て
|
|
」
『
遊
牧
祉
舎
史
探
究
』

九
、
一
九
六
一
年
一
一
一
月
、
一

i
一
八
頁
。
(
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
論
集
』

東
京
、
大
安
書
宿
、
一
九
六
四
年
一
一
月
、
一
一
一
一
一
l
l
-
-
一
一
九
頁
に
再

録)。

(

8

)

民
俗
目
安
o
p
H
由
S
H
E
E
U
F
r
o
p
-
-
C
ロ
同
円
件
。
。
巳
向
。
ロ
円
ι
。

〈
。
ロ
件
。
ι
o
g
ミ
包
国
司
『
。
，
、
。
ロ
ω
ロ持品。

JP『
-
r
F
2
0
・
叫
4
N
h
Z
帆
2
・

F

同

ν
白ユm-]F由酌由・司-M叶・

(
9
ν

梅
村
「
違
約
罰
」
O
二
O
l
O
二
二
頁
。
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(
叩

)
ω
』
聞
ハ
円
・
品
¥
包
∞
文
書
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
所
蔵
の
も
の
で
、
か
っ

て
テ
ニ

シ
ェ
フ
、
ク
ロ

l
ソ
ン
が
研
究
し
、
そ
の
聞
に
テ
ィ
ホ

ノ
ブ
が

テ
ニ
シ
ェ
フ
と
は
別
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
護
表
し
て
い
る
。

叶巾
Z
S
E
2
y
ω
・
泊
J
V内。
ω司罫円、『国内
Z
Z宮市

ω曲
=
z
n
z
z曲
』
司
巾
回
Zφ

〕
『
国
『
可
℃
門
問
。
沼
田
ur-R巾
・
-
ロ
ミ
町
内
』
向
。
s
b
z
h
h国
為
O
N句
b
L
E
b退。

R
R句
忠
弘
司
、
同
町
R
R同
ミ
透
、
再
町
、
hRL門
司
己
主
ho--
〉
エ
ロ
『
ω町市
民門
RCZ

のの
-y
↓白
E
R
2↓
・
巴
8
・
2
-】・
3
1
合
一

2
2
2
p
c・
-
〉

「
巳
命
己
〕
『
問
ロ
『
同
吋
ωヨ
ニ
可
〉
吋
円
玄
〈
p
-
ロ【
リ・

開
-
∞
o
ω
d
g
z
r
(
E
F
)
・

旬、
.n州
諸
お
お
札

LPNRHヨf
開
ι即ロ
rz『m
r
Cロ
守
命
『
己
ミ
一
℃
『
g
M
-
H由、吋
H・
2
y

H笥
|
呂
町
・
・

4
8
8
Z
O
国
・
泊
・
?
?
・

U
へ
。
詰
h
H
n
s
g
h
h
o
q
h宮
内
ミ
白
・

2EFhhH
町
、
辻
、
色
、
hHNN、円
R
D
N
O
N
O
G
E
Rミ
E

N
l
u
Q
て
3
・

〉
ヱ
の
の
の
℃
・
玄
。
円
民
国
中
旬
巾
ZZZ
「℃国』・

3
8・
2
，℃
-N合
l
N
2
・

こ
の
文
書
は
、
の
ち
に
も
本
文
で
燭
れ
る
よ
う
に
、
イ
ナ

ン
チ

の
孫

タ
マ
ク
が
、

一
族
の
婚
姻
や
葬
儀
の
際
の
収
支
明
細
書
を
も
と
に
し

て
、
そ
の
使
途
を

一
括
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
現

金
や
穀
物
の
貸
借
・
返
済
に
関
し
て
意
識
的
に
整
理
し
て
書
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
タ
マ
ク
が
、
十
二
支
の
三
サ
イ
ク
ル
前
ま
で
遡
っ
て
家
族

の
婚
姻
・
葬
儀
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
有
の
借
財
微

を
確
認
し
、

家
計
を
掌
復
す
る
目
的
で
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
一
一
一ーl
一
四
世
紀
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
余
地
の
ウ
イ
グ
ル
枇
舎
に
お

け
る
婚
姻
や
葬
儀
の
模
僚
を
窺
わ
せ
る
勲
で
も
類
例
の
な
い
貴
重
な
文

書
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
を
分
析
し
、

「
ウ
イ
グ
ル
文
書
=
呂
田
ハ
『
・
品
¥

8
∞
=
|
|
婚
腫

・
葬
儀
費
用
の
記
録
|
|
」
と
し
て
ま
と
め
、
テ
キ
ス

ト
の
縛
字

・柚判
官時

・
日
本
語
誇

・
骨
局
員
を
添
え
て
近
刊
の

『
立
正
大
患

数
養
部
紀
要
』
第
二

O
(三
五
|
八
七
頁
〉
貌
に
掲
載
し
た
。

こ
の
文
書
の一

O
五
、
一
二
二
、

二
ニ
二
、
一

七

一
各
行
に
み
え

る

ESα
の
う
ち
、
最
初
の
例
は
明
瞭
に
、

WJ1Z
，Z
のJ
へ
と
讃
め
る

が
、
次
第
に
草
書
形
が
す
す
み
、
最
後
の
例
で
は
ほ
と
ん
ど
全
く
、

イ
z
d
Jへ
と
し
か
讃
め
な
い
。

こ
の
文
書
で
は
こ
の
人
物
は
核
と
な

る
重
要
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
正
確
な
表
記
を
は
じ
め
は
お
こ
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
名
前
は

E
g
m
H
q
5
7
R
Cえ
毛
。
ュ
ru『
に
由

来
し
た
も
の
と
思
う
。

な
お
、
総
村
「
違
約
罰
」

O
二
二
頁
で
、

「「
オ
ズ
ミ
シ
ュ
文
書」

の
書
鐙
は
、
ラ
ド

ロ
フ
氏
の
指
摘
の
如
く
若
干
「
古
い
」
も
の
で
は
あ

ろ
う
が
、
そ
の
剣
定
は
あ
く
ま
で
も
相
射
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
筆
者

は
述
べ
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
オ
ズ
ミ
シ
ュ
は
イ
ナ
ン
チ
の
次
の
世

代
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
見
解
も
こ
の
機
曾
に
修
正
し
て

お
く
。

(
U
)
(UF
『

r
・の
z
z
o
o
n
E同
MmwEm
--目

y
品
目
白
・

(
ロ
)
マ

i
ロ
フ
は

Cω
司
・
の
語
集
索
引
で
第
二
六
文
書
の
「
E
E
2
z

匂
巴
由
自
』
宮
)
民

E
W」
を
あ
げ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

玄
c
-
z
p
司
・
者
-
穴

--N3F
同MEr--ロ加の
Z
5
2
2白
骨
ロ
叶
5
2・

口町ロロ《目。
p

k占

F
FRHan同N
R
W
N
h
g
n
Fヰ
同円。
EhNNhMH内
誌
、
Z
Rhhな
町、
VR滋

b
』

g
丸
内
遣
に
札
当
・
詞
LJなぬま町、
HRH¥R3Mg
旬。‘
ι
3・
HUFNNE。』官、に
M円
MH4

E
h
h。ミ
M町
宮
内
向
。
之
内
・
5
5・
ω-HN
に
基
づ
き
、

い
ま
は
「
叫
EmmH

E
臥口問
C

」
と
し
て
お
く。

(
日
)
山
田
「
奴
鉾
養
子
」

H

山
田
信
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
奴
縛
文
書
及
び
養

子
文
書
」
『
大
阪
大
皐
文
皐
部
紀
要
』
一
六
、
一
九
七
二
年
三
月
、

〔
資
料
五
〕。

(

M

)

山
田
「
奴
稗
養
子
L

、
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〔
資
料
四
〕
。



(
日
〉
梅
村
「
遠
約
罰
」
の
資
料
V
と
W
。

(
叩
山
〉
梅
村
「
違
約
罰
」

O
一四、

O
三
七
頁
で
、
骨
局
員
が
東
洋
文
庫
に
も

た
ら
さ
れ
て
整
理
中
で
あ
る
と
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

(
幻
)
こ
の
人
物
名
は

Cω
同

y

で
は
す
べ
て
、
H
，

S
、邑
と
縛
骨
局
さ
れ
て
い
る

が
、
た
と
え
ば
一
一
七
な
ど
に
典
型
が
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
吋
O
A
ニ
と

諌
む
べ
き
表
記
も
多
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
の
ち
の
回
自
俗
吋
O
可
『
己
¥

∞
陶
師
同
斗
O
A
ニ
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
イ
ナ

ン
チ
が
イ

ナ
チ
と
表
記
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
省
略
形
あ
る
い
は
短
縮
形
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
設
一
音
上
の
問
題
な
の
か
否
か
筆
者
は
剣

断
し
な
い
で
お
く
。

ハ
国
〉
く
わ
し
く
は
「

Z
Eロロ
m
E丘
巳
百
円
r
z
-
E
S
S
E』

-suる
N

三片岡国民

F
E
r
u
E
Z「『
印刷
」
で
あ
る
。
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る

が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
山
田
「
奴
稗
養
子
」
二

一
O
l一
一
一
一
頁
を
参
照
。

(
m
U

〉
護
「
責
買
文
書
」
二
頁
。

(
却
)
同
右
。

(幻〉

ZM凶
自
己
仲

O
P
5
3・
司
-
N
J
1
・

(
幻
)

護

「
寅
買
文
書
」
一
一
一
頁。

一
O
八
文
書
と一

O
九
文
書
の
寅
買
の

関
係
部
分
の
み
を
次
に
紹
介
し
て
お
く
。

一
O
八
文
書

〈一
1

四
行
〉

H

)

広
三
呉

g
u刊日

-
Z門
岡
町
〔

B
Z
m
S〕
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥

〔
日
〕

gmω

湖

齢

別

口

泊

・

:

:
:
:
:

摂
行
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N
)

〔
。
〕

N
B広
ム

曲

リ
守

U
A
仰
ぐ
ド
『

nw
江戸

r即時四
-w陣
『

日

N

F
〔}内陣

mp-r陣
〕
『
O
E四
-
曲
FS
a

d

甲
ド
守
、

T
R州
河
川
V

〔

割

論

需

い

〕

笥

尚

迎

。

〔戸円〕日、

ro〔
N
〕

〔

r阻
円
四
郎
昨
〕

ω
)
〔
『
。
戸
ロ
司
〕

z
r位
。
問
問
ロ
・

ι町長』

益
社
説
〔
彦
畑
作
付
4
パ

〕

咋

会

キ

ド

粗削
行

同
-
ん
山

¥
¥
¥
¥
¥
¥

r
同
¥
¥
¥¥
己
時

¥
¥
¥
¥

砂
川伊
:

4

4

4

4

品

¥)
m
L
mロ
個
目
『
口
出
口
『
曲
師
同
四

o
a己

ー

~

作

叫

品
叩
骨円目
、
九
BA干

U

T

¥
¥
¥
¥
〔
件
。
コ
ロ
〕

g
B
E
Z
臼
〔
忠

広

田

町

〕

h

ご
ヤ〔守門
〕

同
時
打
妙
。
F
H
測
J

汁
。

00  
Ti"::tL 

EE g:文
E書

r、、
事u;，三一

目

，-.. 1 
ロ・ ::: 
、ー」 一ー

ω2;行
ロ」ノ
(l< 

ミE 弓
釦

件。、-:
m '< 

7i ~: 
.且
曲

~ g 
na 

陶

斗 o
)1， 13 
'" ω: 

-117ー

件
。
』
M
-

，T
、ド

u

T

h
y

、マ

耳元 E 
湖旦
r.-i也、、，、_J
ヤ{ t;・

N
)
・
円
四
釦

議吉

里号
δ-

溜 z
b E. 

r

。-c日M
J

パ・

。Nr
o

ュz
d
B
E

剖

F
E
O
δ
部
創
出
園
時

ω)
『
俗
的
白
神
O
円
四
同
-
・
』
俗
件
。
コ
肖
ロ

、山
牛
"
す
、
、zn
一向

件
。
自
民
ι
c
m胸
骨
陸
自

時

宍

い

梢

F
干

H
岡
崎

d
u
v
h
。

(
幻
)
護
「
消
費
貸
借
文
書
」
H
護
雅
夫
「
ウ
イ
グ

ル
文
消
費
貸
借
文
書
」

『
西
域
文
化
研
究
』
四
〈
法
蕨
館
)
、
一
九
六
一
年
。
一
一
一
一
一
五
|
一
一
一
一
一

六
頁
。

(

M

V

そ
も
そ
も
町
内
ア
番
貌
の
文
書
群
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ル
ム
チ
総
領
事
、
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工・

2
・
ク
ロ
ト
コ
フ
が
政
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
一
括
し
た
文

書
群
と
し
て
入
手
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
く
、
文
書
そ
れ
ぞ
れ
が
互

い
に
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
蓋
然
性
は
も
と
も
と
高
か
っ
た
の

で
あ
る
。
参
考

H
0
・
(
U
E
E
o
p

↓d
E
C可
四
日
〉
《
回
目

E
a
s
z
s

o
E
O『
ω
・
門
ヤ
b
h
-
b
N
H
a
R
志
向
、
与
、
宮
内
宮
コ

8
・
巴
吋
ω
・司
-
N
ロ
・
ま

た
、
山
田
「
奴
縛
養
子
」
七
頁。

(
お
)
梅
村
「
違
約
罰
」
O
一
四

1
0
一
六
頁
。
以
下
の
引
用
も
こ
れ
に
よ

る。

(
お
)
一
一
行
目
冒
頭
に
敏
損
が
あ
り
、

¥¥¥¥¥¥
巧

Z
の
と
し
か
諌
め
な

(
幻
〉
。
・

2
2
8
p
h誌
阿
ミ
音
色
。
h
R
b
h
b片
HNSA司
、
。
¥
M
V
2・叫
dE

ミ
2
ミ
干
の
SEw-い
可
吋

R
Lな』
V
-
O
H向
。
『

ι・同由吋
N

・
司・由日。
・

(
お
〉
山
田
「
奴
縛
養
子
」
四
六
|
五
O
頁
。

(
明
日
)
同
右
、
四
四
l
四
五
頁
。

(

m

却
)

悔
村
「
違
約
罰
L
O
一
九
l
O
二
O
、
O
二
六
|
O
二
七
頁
。

(引札〉

Cω
司
・
=
二
文
書
に
、
「
イ
ネ
チ
(
イ
ナ
ン
チ
〉
の
倉
に
・
・
二

シ
タ

の
穀
物
〔
を
〕
引
き
渡
す
?

E
阻
止
古
口
問

2
2同
・
官
官
丹

:

¥
¥¥
¥
¥
¥
E

加
M
m

耐
久
ω
〕吋
〔叫〕『

S
m
uお
」
(
一
|
二
行
)
と
あ
る
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
明
確
な
文
阪
は
わ
か
ら
な
い
。

(刊記
)

護
「
寅
買
措
保
」

H

護
雅
夫
「
ウ
イ
グ

ル
文
資
質
文
書
に
於
る
寅
買

機
保
文
言
」
『
東
洋
皐
報
』

四
四
|
二
、
一
九
六
一
年
九
月
、

一
|
二

三
頁
。
護
「
賀
買
文
書
」

四

五

頁。

(
出
)

白

幽

B
E
o
p
s
g・司
-
M
吋・

(川
叫
)
イ
ス
タ

ン
プ
ル
第
三
五
文
書。

山
田
信
夫
「
イ
ス

タ
ン
プ
ル
大
皐
圃

書
館
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
文
書
類
|
|
と
く
に
ウ
イ
グ
ル
文
書

に
つ
い
て
||
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
二
O
、
一
九
六
八
年
。
梅
村

「
違
約
罰
」
第
一
文
書
。
そ
の
他
の
例
に
つ
い
て
は
、
護
「
責
買
捻

保
」
お
よ
び
山
田
信
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
頁
買
契
約
書
の
書
式
」
『
西
域

文
化
研
究
』
六
、
一
九
六
三
年
、
五
一
一
良
を
参
照
せ
よ
。

(
お
)

談
氏
は
、
「
一
種
の
契
約
解
除
手
段
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
と
も
見

な
せ
な
く
は
な
い
。
姑
く
記
し
て
、
疑
ひ
を
残
し
て
お
き
た
い
」
〈
「
頁

買
鎗
保
」
一
三
頁
)
と
言
わ
れ
た
が
、
「
疑
い
」
は
残
ら
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
を
論
註
す
る
紙
数
は
本
稿
に
は
な
い
の
で
、
別
に
述
べ
る
激
定

で
あ
る
。

(

M

初
)

梅
村
「
公
権
力
」
O
一
六
頁
で
、
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
み
え
る
べ
グ
の

分
析
の
結
果
を
筆
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
要
す
る
に
、
一
一
二
世

紀
ウ
イ
グ
リ
ス
タ
ン
に
ベ
グ
階
層
|
|
そ
れ
は
お
そ
ら
く
一
般
住
民
の

目
に
も
日
常
的
に
「
む
ら
」
や
「
ま
ち
」
の
有
力
者
と
映
っ
て
い
た
に

違
い
な
い
ー
ー
な
る
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
階
層
か
そ
の
近
遅

か
ら
、
多
様
な
職
掌
を
も
っ
官
人
が
輩
出
し
て
公
権
力
鐙
系
の
一
部
分

を
構
成
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
。

以
後
の
考
察
の
た
め
に
、
梅
村
「
違
約
罰
」
・
梅
村

「
公
権
力
」
に

お
い
て
筆
者
が
措
定
し
た
、
一
一
一
一
|
一
四
世
紀
の
ト
ク

ル
フ

ァ
ン
余
地

を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
け
る
所
謂
「
公
権
力
」
な
る
も
の
に
つ
き
、

簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。

蛍
時
、

と
く
に
一
一
一
一
世
紀
後
牢
か
ら
、

こ
の
地
域
の
ウ
イ
グ
ル
住
民

に
と
っ
て
の
最
上
級
支
配
権
力
は
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
グ

ル
人
の
在
来
権
力
の
イ
デ
ィ
ク
l
ト
は
次
第
に
住
民
か
ら
う
き
あ
が

っ

た
存
在
に
な

っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
モ
ン
ゴ
ル
政
権
か
ら
そ
の
身

分
を
保
置
さ
れ
つ
つ
、
モ
ン
ゴ
ル
皐
帝
の
兄
弟
と
ほ
ぼ
同
等
の
地
位
に

-118ー
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位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
の
子
息
も
上
級
権
力
者

と
し
て
こ
の
地
に
介
入
し
て
い
た
。
以
上
の
権
力
の
源
泉
に
直
接
、
関

媛
に
つ
ら
な
る
権
力
系
列
に
は
、
「
ミ
ン
ベ
グ
」
・
「
ダ
ル
ガ
チ
」
・
「
按

察
使
」
な
ど
の
ほ
か
、
一

般
住
民
(
「
く
に
の
人
々
」
・
「
百
姓
」
)
の
身

近
に
は
、
右
に
一
言
し
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
職
掌
を
も
っ
ベ
グ
(
あ

る
場
合
に
は
「
管
民
官
」
〉

と
呼
ば
れ
る
階
層
が
包
揚
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
権
力
の
系
列
は
、

ウ
イ
グ
ル
住
民
の
意
識
の
中
に

か
な
り
強
く
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
筆
者

は
「
公
権
力
」
と
呼
ん
で
い
る
。

(
幻
)
イ
ナ
ン
チ
に
射
し
て
渡
せ
ら
れ
た
ら
し
い

Cω
司
・
一
一
九
文
書
は
、

紋
損
だ
ら
け
の
断
片
で
内
容
が
讃
み
に
く
い
が
、
末
尾
に
「
Z
R
B
E

保
有

(
0
・)
せ
よ
」
と
あ
っ
て
、
角
印
が
お
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
公

の
命
令
書
と
恩
わ
れ
る
。

(
お
)
山
田
「
カ
イ
イ
ム
ト

ク
文
書
の
こ

と
」
五
五
頁
、
本
稿
註
(

3

U

参

昭
…。

(
ぬ
)
註
〈
M

拘
〉
で
も
述
べ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
政
権
と
、
チ
ン
ギ
ス
H

ハ
l
ン

の
第
五
子
と
し
て
の
イ
デ
ィ
ク
l
ト
在
来
土
着
政
権
と
は
、
と
も
に
同

時
期
に
ウ
イ
グ
ル
住
民
に
了
解
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
後
者
が
も

っ
権
能
は
次
第
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
模
様
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ

ル
政
権
も
、
十
三
世
紀
後
半
以
後
に
お
い
て
元
朝
大
ハ
l
ン
家
の
み
と

は
断
定
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
す
で
に
梅
村
「
公
権
力
」
O
二
一
l
O

二
四
頁
で
総
括
的
に
述
べ
た
。
イ
デ
ィ
ク
l
ト
政
権
に
つ
い
て
は
、

同

じ
く
O
一
七

1
0一
二
頁
を
多
照
。

(
州
制
)
同
右
、
O
一
九
|
O
二
O
頁
。
梅
村
「
遠
約
罰
」
O
一
一
一
l
O
四
頁
。

(

4

)

。
・
。
E
5
0
P
〉
「
a
o
C可
同
信
『
司
曲
自
己
一
『
〉
R
F
Z
P
Hロ
の
・
開
・

∞。
ω
唱
。
ぇ
r
r
ι
・
)
・
旬
、
お
述
。
書
出
h
h
N
R
N
苦
-
開
門
戸
2
r
z『m
r
C巳
〈
司
包
ミ

-u
『命的曲・

]
F

由吋]戸司
・]

F
U『

ω.

(
必
)
イ
デ
ィ
ク
l
ト
政
権
、
ヵ
ラ
キ
タ
イ
支
配
時
代
、
モ
ン
ゴ
ル
H
元
朝

の
介
入
な
い
し
チ
ャ
ガ
タ
イ
勢
力
の
浸
透
の
可
能
性
な
ど
の
第
濯
に
つ

い
て
は
、
得
村
「
違
約
罰
」
O
三
O
四
頁
、
同
「
公
権
力
」
O
一
七

l
O
二
四
頁
を
参
照
。

(
必
)
梅
村
「
違
約
罰
」
O
二
九
頁
、
同
「
公
権
力
」O一一一
ー

O
二

頁。

〈μ
ご
小
林
高
四
郎
・
岡
本
敬
二
編
著
『
逼
制
保
格
謬
註
第
一
朋
』
一
九
六

四
年
十
二
月
、
二
ハ
七
|
一
六
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

(
日
制
)
た
と
え
ば
、
仁
井
田
陸
『
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
』

一
九
三
七
年
一
一
一

月

(
一
九
六
七
年
四
月
再
版
)
、

一
四
七
!

一
五
て
一
八
八
l
一
九

て
三
五
五
三
五
六
頁
等
参
照
。

(日明〉

護
「
寅
買
文
書
」
、
同
「
資
買
捲
保
」
、
同
「
消
費
貸
借
文
書
」
。

(
円
引
)
た
と
え
ば
ウ
ゲ
デ
イ
皇
一
帝
(
在
位
一
一
一
一
一
九
l
一
一
一
四
一
)
の
名
が

み
え
る
巴
・

0
¥叶。〔
0

・
3
文
書
に
つ
い
て
、
梅
村
「
違
約
罰
」
O
一
一

l

O
一
四
頁
を
み
よ
。
こ
の
文
書
に
も
親
族
迫
奪
鎗
保
文
言
は
あ
る
。

(
必
)
ウ
イ
グ
ル
農
村
社
曾
の
日
常
生
活
の
質
情
が
、
モ

ン
ゴ

ル
H
元
朝
権

カ
に
掌
握
さ
れ
る
情
報
惇
達
ル
l
ト
に
つ
い
て
は
、
あ
る
農
村
の
役
人

か
ら
上
奏
文
が
世
租
フ
ピ
ラ
イ
に
届
い
て
い
る
例
を
検
討
し
た
こ
と
が

あ
る
。
梅
村
「
公
権
力
L
O
五
l
O
六
頁
。

(
的
叩

)
N
5
B
P
同y
-
N
Z
E
国同ロ内問。
-
F
B
E
m
5
2
n
F
Oロ

m
o
F
n
r
d、。ロ

C
o
g
-
bhH。ミ
S
Hぬと
h
n
b
ぬ
句
。
、
R
F
R
F明
言
問
〈
・
3
・
8日
l
N
S
を

参
照
せ
よ
。

(
印
)
〔
胸
骨
曲
目
『
hZ白骨
O
』
己
巴
『
同
町
2
4
M
C
E『

rz町
田
・
位
乞
ユ
ヨ
』
。
ι・

自
己
E
T
U円

-zau『
町
田
区
〈
苦

Z
2
5
E
-
宮内田ロ唱

S
口
町
民
『

R
2

一119ー
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-
r
z
z
uユ
ロ
ロ
色
白
〈
陣
『
昨
日
ロ
』
ロ

g・2
ロ

U
2
E
B
u
z
z
g門

戸

Z
正
E
-
ω
r
E
l

B
位
相
同

F
Bぷ
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most of the small cash disappeared｡

　　　

But the ｕｎ妊ormityof copper cash collapsed in the second half of the

Qianlung era.　Ａ large quantity of small cash appeared again. As the

domestic output of copper decreased, the government could not keep up

ａ one way supply of legal cash. The essentialcause was as follows: while

small cash circulated according to the demand for ａ means of payment

in the local areas, legal cash was minted according to government ｅχ-

penditure. The government could not keep up with the upsurge in the

demand for local currency, and was thus prevented from unifying the

monetary system.

　　　　　　

●●

　　　　

Ｖ●●
THE INj･1M7/ FAMILY IN TURFAN UYGHUR SOCIETY

Umemura Hiroshi

　　

Recent studies of Uyghur society use civil documents as the historical

materials. In this study the author has tried to research the actual con･

ditions of the life of Uyghur landowners　by an analysis of three types

of Uyghur documents, USp. 107-113, USp. 114-123, 124-127 and SJ Kr.

4/638, and others, a11 0f which were discovered in the Turf an region and

date from the 13th to 14th century.

　　

We find that these documents speak of the large family of tnaﾀIll,

which lasted for at least three generations as recorded in SJ Kr. 4/638.

The supposed genealogy is shown in table VI.

　　

It is shown that some of the constituents of the family owned slaves,

and certain brothers bought and sold land to each other in order to ensure

that the land all remained within the family. Keeping land within the

family was one way to maintain the　social influence and prestige of the

family at ａ time when Uyghur society was politically unstable. It is

゛orthy of attention that the tnanit family used to borrow grain on the

occasion 0f funerals ゛1ｓrecorded in SJ Kr. 4/638. When ｉｎａｎＺｌdied, his

family borrowed grain to pay for the funeral from four
persons, whose

father was regarded as having connections with holders ｏｆｏ伍cial
power｡
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Thus, Uyghur landowners worked farms, engaged in commerce and

held weddings and funerals in accordance with established practice, ma-

intaining connections with officialpower holders. Ordinances issued to

the Uyghur people during the Ｍｏｎｇｏｌ=Ｙ腿ａ社元dynastyreflected such

autonomous customary Uyghur society.

YAN YUAN'S 顔元ESSAY ON RITE 謄

Chung Tae Seob

　　

The concepts of “Engaging in Ａ斤airs”（ｓfit･-7心事物)"Practicing Good

Conduct”（が-xing習行) and the “Theory of Original Good Nature” （エｉｎｇ

ｓＪｉａｎｓhiｔｏ性善説) which are at the heart of the thought of Yan Yuan

(1635-1704), all have a deep and consistent relation to the concept of £2)B-

Through

　

an explanation of this connection, an overall picture of Yan

Yuan's thought falls into place.

　　

To Yan Yuan, the problem with Zhu χi’ｓ朱子and Wang Yang-

ming's王陽明learning was that the whole of the“Substance and Function”

全謄大用, the essence　of their learning, was　to be　pursued　by　each

individual, which was impossible. Instead　of this, Yan Yuan advocated

“Communal Effort”（ｇｏれｇ　ｓfii共事）SｕchaS:“Each person specializing in

one task”（ｇｅｚｈ・li逼各専一事）“Several people studying one art

together” Qsku ren gong xue yi yi散人共學一語）ａｎｄ “Exhausting one's

strength to seek the whole” （エi iin a ｑiｕ　ｑｕａｒt皆霊力求全).He insisted

on the theory that original nature is good （公男

the purpose of harmony between individuals and between the individual

and the whole. It was necessary for everyone's nature to be good so

that an organic whole could be created wherein each individual acted in

the function of ears, mouth, nose, etc. The term “Ｅχhaust one's Func-

tion”（徊面差職) meant “To Exhaust one's Nature and Use one's

Physical Form” （iin ｑｉＸｉｎｇ，　iianｑi エｉ７１ｇ並其性，践其形）.Ｔｈｅ rule

that determined the most appropriate function and life attitude for each

individual was precisely £f; and ａ new system of £f that corresponded to

changes in society was needed. Therefore, scholars were not to attempt
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